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ＵＮＷＴＯ合同委員会で越智事務局長がＪＡＴＡの役割説明
ＪＡＴＡとブランドＵＳＡ合同会議

「ＪＡＴＡＮＡＶＩ」が変わりました！
分かりやすいデザインにリニューアル

HOT ＮＥＷＳ

海外・訪日・国内旅行の政策提言を発表

素材研究  （国内）福島県南相馬市　（海外）シチリア島

第
59
回
定
時
総
会
を
開
催

「
価
値
創
造
産
業
」へ
進
化
を
図
る

観
光
立
国
推
進
へ
三
位
一
体
の
役
割
が
重
要
に



「
価
値
創
造
産
業
」へ
進
化
を
図
る

観
光
立
国
推
進
へ
三
位
一
体
の
役
割
が
重
要
に

　
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
は
６
月
24
日
、東
京・大
手
町
の
経
団
連
会
館
で
第
59
回
定
時
総
会
を
開
催
。２
０
１

４
年
度
事
業
報
告
と
収
支
決
算
報
告
、役
員
補
充
選
任
が
承
認
さ
れ
た
ほ
か
、２
０
１
５
年
度
事

業
計
画
と
海
外・国
内・訪
日
旅
行
の
政
策
提
言
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第59回定時総会を開催
　

総
会
で
挨
拶
に
立
っ
た
田
川
博
己
J
A
T
A

会
長
は
、時
代
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、⑴

価
値
創
造
産
業
へ
の
進
化
、⑵
新
し
い
需
要
の

創
造
、⑶
観
光
立
国
の
推
進
を
J
A
T
A
の

ミ
ッ
シ
ョン
と
し
て
掲
げ
、そ
の
た
め
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

田
川
会
長
は
就
任
か
ら
の
こ
の
1
年
間
、会

員
各
社
の
経
営
基
盤
を
強
化
す
る
た
め
に
行
っ

た
提
言
の
実
現
を
図
っ
て
き
た
こ
と
を
強
調
。

「
旅
行
業
法
制
度
の
改
正
」や「
取
消
料
規
定
」

「
燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
」な
ど
の
政
策
課
題
に
つ

い
て
、J
A
T
A
と
し
て
政
策
決
定
の
プ
ロ
セ
ス

に
も
関
わ
り
、業
界
の
意
見
を
反
映
さ
せ
て
会

員
各
社
の
経
営
基
盤
の
強
化
に
資
す
る
と
と

も
に
、価
値
創
造
産
業
へ
の
進
化
を
図
る
環
境

づ
く
り
を
目
指
す
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
ま

す
。

　
「
旅
行
業
法
制
度
」の
改
正
で
は
、観
光
庁
に

設
置
さ
れ
た
検
討
会
で
の
審
議
を
通
じ
て
、オ

ン
ラ
イ
ン
ト
ラ
ベ
ル
エ
ー
ジ
ェン
ト（
O
T
A
）が一

方
的
に
有
利
に
な
る
こ
と
の
な
い
よ
う
な
方
向

で
取
り
ま
と
め
を
実
現
し
、「
取
消
料
規
定
」

に
つい
て
は
、そ
の
改
善
に
向
け
て
観
光
庁
と
の

協
議
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。「
燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー

ジ
」で
は
、運
賃
と
の一本
化
を
求
め
て
航
空
局

と
の
定
期
協
議
を
行
う
と
同
時
に
、会
長
自
ら

が
航
空
局
長
に
直
接
要
望
を
行
い
、適
用
に
つ

い
て
ル
ー
ル
の
透
明
化
を
実
現
し
た
も
の
の
、業

界
の
要
請
に
対
す
る
十
分
な
回
答
が
得
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、こ
の
問
題
に
引
き
続
き
取

り
組
む
意
向
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

田
川
会
長
は
、来
年
4
月
に
施
行
さ
れ
る

「
障
害
者
差
別
解
消
法
」に
つ
い
て
も
、経
営
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、特

別
委
員
会
を
設
置
す
る
な
ど
し
て
的
確
な
対

応
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、「
人
材
」の
獲
得
や

育
成
で
は
、合
同
イ
ン
タ
ー
ン
シッ
プ
や
ガ
イ
ダ
ン

ス
を
定
着
化
さ
せ
、セ
ミ
ナ
ー
や
研
修
制
度
も
一

層
拡
充
を
図
って
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、需
要
の
創
造
に
向
け
て
最
も
大
き
な

影
響
を
持
つ
中
国
と
韓
国
と
の
関
係
改
善
に

率
先
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
に
言
及
し
、

特
に
、田
川
会
長
自
ら
が
実
行
委
員
長
と
し
て

訪
中
し
た「
日
中
観
光
文
化
交
流
団
」で
は
、

人
民
大
会
堂
で
の
交
流
会
に
中
国
の
習
近
平

国
家
主
席
が
出
席
し
て
民
間
交
流
の
重
要
性

を
強
調
し
た
こ
と
に
ふ
れ
、「
潮
目
を
大
き
く

変
え
る
も
の
」と
い
う
見
方
を
示
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、田
川
会
長
は「
観
光
立
国
」の
推
進

に
つい
て
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が「
地
域
創
生
の
切
り

札
」と
位
置
づ
け
ら
れ
る
中
、国
内
旅
行
と
訪

日
旅
行
を
一体
で
考
え
、双
方
向
交
流
も
見
据

え
た
三
位
一体
の
機
能
を
持
つ
旅
行
業
界
の
役

割
が
極
め
て
大
き
い
と
指
摘
。オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン

に
よ
る
観
光
推
進
の
エ
ン
ジ
ン
役
と
し
て
、三
位

一
体
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
実
現
し
た「
ツ
ー
リ

ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
」を
世
界
最
高
の
イ
ベ

ン
ト
に
す
る
考
え
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

　

来
賓
と
し
て
登
壇
し
た
観
光
庁
の
久
保
成

人
長
官
も
、今
年
9
月
に
開
催
さ
れ
る
第
2
回

ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
に
つい
て
、「
日

本
人
の
海
外
旅
行
需
要
を
喚
起
し
ツ
ー
ウ
ェ
イ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
促
進
す
る
世
界
最
大
級
の
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、昨
年
以
上
の
盛
り
上
が
り
を
期

待
し
て
い
る
」と
語
る
と
同
時
に
、「
双
方
向
交

流
の
拡
大
に
向
け
て
日
本
人
の
海
外
旅
行
需

要
を
喚
起
す
る
よ
う
な
旅
行
商
品
の
造
成
を

お
願
い
し
た
い
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

新
た
な
副
会
長
に

戸
川
和
良
氏
を
選
任

　

総
会
と
併
行
し
て
開
催
さ
れ
た
臨
時
理
事

会
で
は
、退
任
し
た
吉
川
勝
久
副
会
長
に
代

わ
っ
て
、K
N
T
│
C
T
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の

戸
川
和
良
代
表
取
締
役
を
選
任
す
る
と
と
も

に
、運
営
役
員
と
し
て
ジ
ャ
ル
パッ
ク
の
藤
田
克

己 

代
表
取
締
役
社
長（
海
外
旅
行
推
進
委
員

会
副
委
員
長
）と
、農
協
観
光
の
藤
本
隆
明 

代

表
取
締
役
社
長（
弁
済
業
務
委
員
会
副
委
員

長
）を
選
び
ま
し
た
。

田川会長「JATAも政策決定プロセスへの関与を」

久保長官「ツーリズム EXPOジャパンを世界最大級に」



「
４
０
０
０
万
人
相
互
交
流
時
代
」に
向
け
て
政
策
提
言

海
外
・
国
内
・
訪
日
の
各
委
員
長
が
総
会
で
趣
旨
説
明

　
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
は
今
年
４
月
、２
０
２
０
年
に
達
成
が
想
定
さ
れ
て
い
る「
４
０
０
０
万
人
相
互
交
流
時
代
」

を
見
据
え
て
、海
外
旅
行
・
国
内
旅
行
・
訪
日
旅
行
の
政
策
提
言
を
観
光
庁
に
提
出
し
ま
し
た
。総
会
で

は
、政
策
提
言
を
取
り
ま
と
め
た
各
委
員
会
の
委
員
長
が
、旅
行
業
界
が
取
り
組
む
べ
き
需
要
創
造
や
省

庁
横
断・官
民
連
携
に
よ
る
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
の
課
題
克
服
に
向
け
た
考
え
方
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

第59回定時総会／政策提言

　
２
０
１
５
年
度
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
会
長
表
彰
が
６
月
24

日
、
東
京
・
大
手
町
の
経
団
連
会
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
回
、左
記
の
と
お
り
「
功
績
表
彰
」３
人
、

「
永
年
勤
続
表
彰
」８
人
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

《
功
績
表
彰
》

※

凡
例
＝
氏
名
／
所
属
会
社
名
／
就
任
中
の
役

職
・
委
員
会
名
（
６
月
24
日
現
在
）

〈
支
部
役
員
〉

林
賢
一
（
北
海
道
支
部
）
／
名
鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス

／
幹
事

〈
本
部
委
員
会
委
員
〉

鶴
田
雄
次
郎
／
Ｊ
Ｔ
Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
／

海
外
旅
行
推
進
委
員
会

綛
谷
企
史
／
名
鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス
／
海
外
旅
行
推

進
委
員
会

《
永
年
勤
続
表
彰
者
》

※

凡
例
＝
氏
名
／
所
属
会
社
名
／
職
名（
６
月
24
日
現
在
）

門
田
展
明
／
Ａ
Ｎ
Ａ
セ
ー
ル
ス
／
執
行
役
員
（
参

与
）　
佐
藤
昌
雄
／
Ａ
Ｎ
Ａ
セ
ー
ル
ス
／
主
席
部
員

　
山
本
達
涼
／
沖
縄
ツ
ー
リ
ス
ト
／
執
行
役
員 

企

画
部
長
　
渡
部
正
利
／
共
立
観
光
　
鈴
木
政
雄

／
ジ
ャ
パ
ン
グ
レ
ー
ラ
イ
ン
／
再
雇
用
契
約
社
員
　

松
田
吉
雄
／
日
本
旅
行
　
山
田
智
恵
子
／
Ｐ
Ｔ
Ｓ

／
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ａ
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
蓮
田
店
店
長
　
谷
澤

嘉
治
／
名
鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス
／
経
営
企
画
部 

お
客

様
相
談
室
長

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
会
長
表
彰
に
11
人
の
皆
さ
ん

　
海
外
旅
行
推
進
委
員
会
委
員
長
の
菊
間
潤
吾

J
A
T
A
副
会
長
は
、「
海
外
旅
行
を
取
り
巻
く

環
境
は
非
常
に
厳
し
く
、国
際
的
な
テ
ロ
の
脅
威

や
感
染
症
への
懸
念
な
ど
か
ら
、安
心
し
て
海
外

旅
行
を
で
き
る
地
域
が
狭
ま
り
、我
々
の
営
業
で

き
る
分
野
も
縮
小
し
て
き
て
い
る
」と
現
状
を
指

摘
。「
観
光
庁
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、文
部
科
学

省
や
外
務
省
な
ど
、海
外
旅
行
に
関
わ
る
政
策
を

担
当
し
て
い
る
関
係
省
庁
に
対
し
て
も
働
き
か

け
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
い
う
考
え
方
に
基
づい

て
、観
光
庁
に
政
策
提
言
を
提
出
し
た
」と
説
明

し
て
い
ま
す
。

　
海
外
旅
行
政
策
提
言
に
は
、ツ
ー
ウェイ
ツ
ー
リ

ズ
ム
と
グ
ロ
ー
バ
ルツ
ー
リ
ズ
ム（
三
国
間
交
流
）に

よ
る「
交
流
大
国
」の
実
現
に
向
け
て
、休
暇
制
度

の
普
及
や
若
者
の
国
際
化
支
援
、国
際
化
に
よ
る

地
方
創
生
な
ど
10
の
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
休
暇
制
度
の
普
及
に
つい
て
、菊
間
副
会

長
は
、「
市
場
を
開
拓
し
て
い
く
上
で
、可
処
分
時

間
の
問
題
は
小
さ
く
な
く
、ハッ
ピ
ー
マ
ン
デ
ー
の

三
連
休
化
で
経
済
効
果
が
あ
っ
た
よ
う
に
、可
処

分
時
間
を
増
や
す
こ
と
が
大
き
な
要
素
と
な
る
」

と
指
摘
。ま
た
、「
こ
れ
か
ら
の
交
流
大
国
を
担
う

若
者
に
対
し
て
、満
18
歳
ま
で
の
旅
券
の
無
料
化

や
留
学
支
援
制
度
の
拡
大
な
ど
を
提
案
し
た
」

と
説
明
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、「
地
方
空
港
発
の

海
外
旅
行
需
要
を
開
拓
し
て
、国
際
線
の
誘
致
や

維
持・発
展
を
下
支
え
で
き
れ
ば
、『
国
際
化
に
よ

る
地
方
創
生
』の
貢
献
に
も
つ
な
が
る
は
ず
だ
」

と
強
調
し
ま
し
た
。

「
交
流
大
国
」実
現
へ

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

海
外
旅
行
推
進
委
員
会

第 59回 JATA 定時総会には 111 社が出席。委任状提出の 690 社と合わせ、
6月 24日現在の正会員 1127社中 801社の出席により、総会が成立しました

菊間副会長「関係省庁にも働きかけを」

熱心に聞き入る総会出席者の皆さん



第59回定時総会／政策提言

　第59回定時総会に続いて経団連会館で開催された意見
交換会には、JATA会員各社や業界関係団体、運輸業界や
宿泊業界、各国の大使館や政府観光局の関係者など500
人以上が参加し、華やかな懇談風景が繰り広げられました。

業界関係者ら500人以上が参加
総会に続いて意見交換会を開催

意見交換会には二階俊博ANTA会長も駆けつけました

参加者らと談笑する西村明宏・国土交通副大臣

乾杯の音頭をとる見並陽一・日観振理事長

来賓として挨拶する鈴木馨祐・国土交通大臣政務官

　

国
内
旅
行
推
進
委
員
会
の
委
員
長
を
務
め
た

吉
川
勝
久
J
A
T
A
副
会
長
は
、「
地
域
経
済

活
性
化
に
向
け
て
」と
題
し
た
国
内
旅
行
政
策

提
言
につい
て
、「
国
の
地
方
創
生
政
策
を
踏
ま
え

て
、観
光
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
が
、地
域
経

済
の
活
性
化
に
とって
重
要
で
あ
る
と
い
う
観
点

に
基
づい
て
ま
と
め
た
」と
説
明
し
ま
し
た
。

　

吉
川
副
会
長
は
、各
地
の
自
治
体
が
受
け
入

れ
側
の
立
場
か
ら
観
光
資
源
の
開
発
や
観
光
プ

ロ
モ
ー
ション
の
強
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
中

で
、「
発
地
側
の
視
点
か
ら
旅
行
者
を
送
り
出
し
、

旅
行
者
のニ
ー
ズ
を
熟
知
し
て
い
る
旅
行
会
社
が

自
治
体
と
連
携
す
る
こ
と
で
、魅
力
あ
る
商
品
の

開
発
や
効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
を
展
開
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
る
」と
指
摘
。政
策
提
言
で
は
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
への
対
策

につい
て
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

主
な
課
題
に
つい
て
は
、「
旅
行
需
要
の
地
域
へ

の
分
散
」や「
発
地
側
の
ニ
ー
ズ
と
連
携
す
る
地

域
毎
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
必
要
性
」「
観
光
産

業
に
関
わ
る
人
材
の
不
足
」な
ど
13
の
テ
ー
マ
に

整
理
。そ
の
上
で
、「
地
域
に
お
け
る
長
期
的
な
観

光
基
本
計
画
の
策
定
促
進
」「
観
光
基
本
計
画
を

推
進
す
る『
観
光
プ
ラッ
ト
フ
ォ
ー
ム
』の
実
現
」な

ど
につい
て
、提
言
し
て
い
ま
す
。吉
川
副
会
長
は
、

「
観
光
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」に
つい
て
、「
6
月
に

閣
議
決
定
さ
れ
た
観
光
立
国
実
現
への
ア
ク
ショ

ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
、日
本
版
D
M
O（
観
光
地
域

づ
く
り
推
進
法
人
）と
し
て
取
り
上
げ
た
」と
語

り
、そ
の
重
要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

訪
日
旅
行
政
策
提
言
を
ま
と
め
た
訪
日
旅

行
促
進
委
員
会
の
委
員
長
を
務
め
る
丸
尾
和

明
J
A
T
A
副
会
長
は
、2
0
2
0
年
ま
で
の

2
0
0
0
万
人
達
成
が
現
実
的
と
なった
こ
と
か

ら
、「
今
後
の
イ
ンバ
ウ
ン
ド
戦
略
は『
質
の
向
上
』

と『
地
域
分
散
』が
重
要
だ
」と
強
調
し
ま
し
た
。

　

丸
尾
副
会
長
は
、「
質
の
向
上
」と「
地
域
分

散
」を
強
く
結
び
つ
け
る
の
が「
リ
ピ
ー
タ
ー
」で

あ
る
と
指
摘
し
、「
訪
日
旅
行
の
ク
オ
リ
テ
ィ
を
引

き
上
げ
る
こ
と
が
日
本
への
再
訪
に
結
び
付
き
、

リ
ピ
ー
タ
ー
の
増
加
が
需
要
の
地
域
分
散
を
後
押

し
す
る
こ
と
に
な
る
」と
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

訪
日
旅
行
政
策
提
言
で
は
、リ
ピ
ー
タ
ー
需

要
の
開
拓
を
体
系
的
戦
略
と
し
て
提
案
し
、

2
0
2
0
年
に
向
け
た
時
間
軸
の
中
で
、迅
速

に
取
り
組
む
べ
き「
喫
緊
の
課
題
」と
時
間
を
か

け
て
取
り
組
む「
2
0
0
0
万
人
達
成
に
向
け

た
課
題
」に
整
理
。受
け
入
れ
体
制
な
ど
を
中

心
と
す
る「
喫
緊
の
課
題
」と
し
て
は
、⑴
貸
切

バ
ス
、⑵
通
訳
案
内
士
、⑶
宿
泊
施
設
、⑷
イ
ン
フ

ラ
整
備
、と
い
う
4
項
目
が
掲
げ
ら
れ
、急
速
な

需
要
の
成
長
に
対
応
し
う
る
実
効
性
あ
る
柔
軟

な
施
策
の
検
討
、実
践
的
ス
キ
ル
向
上
の
た
め
の

支
援
措
置
の
充
実
、大
都
市
部
な
ど
で
の
ホ
テ
ル

不
足
の
解
消
、主
要
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
な
ど
で
の
バス

駐
車
場
の
確
保
、な
ど
の
対
応
を
求
め
て
い
ま
す
。

「
2
0
0
0
万
人
達
成
に
向
け
た
課
題
」に
つい

て
は
、⑴
地
域
分
散
、⑵
訪
日
旅
行
者
の
体
験
の

質
の
向
上
、⑶
訪
日
教
育
旅
行
、⑷
リ
ピ
ー
タ
ー

拡
大
、⑸
訪
日
旅
行
者
の
安
心・安
全
の
確
保
、⑹

イ
ンバ
ウ
ン
ド
啓
発
の
必
要
性
、⑺
人
材
育
成
、と

い
う
7
項
目
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

リ
ピ
ー
タ
ー
需
要
の
開
拓
を

体
系
的
戦
略
で

訪
日
旅
行
推
進
委
員
会

吉川副会長「自治体と旅行会社の連携を」

丸尾副会長「地域分散へリピーターの増加を」

重
要
な
観
光
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
実
現
を

国
内
旅
行
推
進
員
会
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J
A
T
A
が
果
た
す
役
割
の
重
要
性
を
説
明

越
智
事
務
局
長
、U
N
W
T
O
合
同
委
員
会
に
出
席

2
0
1
6
年
に
は
米
国
全
州
か
ら
の
出
展
目
指
す

J
A
T
A
と
ブ
ラ
ン
ド
U
S
A
が
オ
ー
ラ
ン
ド
で
合
同
会
議

委員会報告
　
J
A
T
A
の
越
智
良
典
事
務
局
長
は
6
月
3

日
と
4
日
の
両
日
、
モ
ル
ジ
ブ
で
開
催
さ
れ
た

国
連
世
界
観
光
機
関
（
U
N
W
T
O
）
東
ア
ジ

ア
太
平
洋
地
域
・
南
ア
ジ
ア
地
域
（
C
A
P
│

C
S
P
）
合
同
委
員
会
に
出
席
し
、
観
光
立
国

を
目
指
す
日
本
で
旅
行
業
界
団
体
と
し
て
の

J
A
T
A
が
果
た
し
て
い
る
役
割
な
ど
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
合
同
委
員
会
に
は
、
観
光
庁
の
道
盛

大
志
郎
政
策
統
括
官
を
団
長
と
す
る
産
官
学
の

関
係
者
に
よ
る
代
表
団
が
参
加
し
、
9
月
に
コ

ロ
ン
ビ
ア
で
開
催
さ
れ
る
U
N
W
T
O
総
会

で
の
理
事
国
選
挙
に
向
け
て
日
本
の
存
在
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
と
同
時
に
、
2
0
1
6
年
の

C
A
P
│
C
S
P
合
同
会
議
を
日
本
で
開
催
す

る
こ
と
を
表
明
し
て
い
ま
す
。

　
合
同
委
員
会
で
は
「
観
光
セ
ク
タ
ー
の
重
要

性
を
、
ど
の
よ
う
に
し
て
高
め
ら
れ
る
か
？
」

を
テ
ー
マ
に
実
施
さ
れ
た
実
施
さ
れ
た
閣
僚
対

話
に
、
モ
ル
ジ
ブ
の
ア
フ
メ
ド
・
ア
デ
ィ
ー
ブ

観
光
大
臣
や
マ
レ
ー
シ
ア
の
ナ
ズ
リ
観
光
文
化

大
臣
な
ど
と
と
も
に
観
光
庁
の
道
盛
政
策
統
括

官
が
政
府
代
表
と
し
て
登
壇
し
、
他
の
登
壇
者

ら
と
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
し

ま
し
た
。

　
越
智
事
務
局
長
は
、
道
盛
政
策
統
括
官
が
観

光
振
興
を
成
長
戦
略
の
柱
と
位
置
付
け
る
政
策

に
つ
い
て
説
明
し
た
の
を
受
け
て
、
観
光
庁
と

の
連
携
に
よ
る
民
間
の
取
り
組
み
を
発
表
。

J
A
T
A
が
日
本
の
海
外
旅
行
市
場
の
7
割
を

取
り
扱
う
パ
ワ
フ
ル
で
ユ
ニ
ー
ク
な
組
織
で
あ

る
こ
と
を
強
調
し
、
昨
年
12
月
の
韓
国
へ
の

1
0
0
0
人
規
模
に
よ
る
メ
ガ
フ
ァ
ム
ツ
ア
ー

の
実
施
や
今
年
5
月
の
中
国
へ
の
3
0
0
0
人

規
模
に
よ
る
日
中
観
光
文
化
交
流
団
の
取
り
組

み
な
ど
、
日
中
韓
観
光
大
臣
会
合
と
並
行
し

て
、
観
光
を
通
じ
た
中
国
・
韓
国
と
の
関
係
改

善
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、
観
光
庁
が
9
月
後
半
に
設
定
し
て
い
る

「
ジ
ャ
パ
ン
ト
ラ
ベ
ル
ウ
イ
ー
ク
」
の
中
で
、

J
A
T
A
が
日
本
観
光
振
興
協
会
と
中
核
イ
ベ

ン
ト
と
な
る
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ

ン
」
を
開
催
し
て
い
る
こ
と
に
も
言
及
し
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
U
N
W
T
O
ア
ジ
ア
太
平
地
域
の

ス
ー
・
ジ
ン
地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム
部
長
は
C
A
P

│
C
S
P
合
同
会
議
で
、
「
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
・
ア
ワ
ー
ド
」
が
リ
ス
ポ
ン
サ
ブ
ル
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
進
め
る
上
で
着
目
す
べ
き
取
り

組
み
で
あ
る
こ
と
や
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O

ジ
ャ
パ
ン
」
が
U
N
W
T
O
と
連
携
す
る
こ
と

で
W
T
M
や
I
T
B
に
匹
敵
す
る
世
界
的
な
イ

ベ
ン
ト
に
成
長
し
て
き
て
い
る
こ
と
な
ど
、

J
A
T
A
に
よ
る
展
開
に
つ
い
て
地
域
活
動
の

成
功
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
、
と
発
言
し
ま
し

た
。

　

J
A
T
A
は
6
月
1
日
、
第
47
回

〝
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l 

P
o
w 

W
o
w
〞が
開
催
さ
れ
た
米
国
フ
ロ
リ
ダ
州
オ
ー

ラ
ン
ド
で
、ブ
ラ
ン
ド
U
S
A
と
の
合
同
会
議
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

合
同
会
議
に
は
、J
A
T
A
側
か
ら
田
川

博
己
会
長
を
は
じ
め
、日
本
・ア
メ
リ
カ
旅
行

促
進
部
会
の
古
澤
徹
部
会
長
ら
7
人
、ブ
ラ
ン

ド
U
S
A
側
か
ら
ク
リ
ス・ト
ン
プ
ソ
ン
社
長
兼

C
E
O
や
早
瀬
陽
一日
本
事
務
局
代
表
ら
8

人
、全
米
旅
行
業
協
会
か
ら
ロ
ジ
ャ
ー・ダ
ウ
会

長
兼
C
E
O
ら
3
人
、V
i
s
i
t
U
S
A
コ

ミッ
テ
ィ
ー・ジ
ャ
パ
ン
か
ら
広
脇
敬
会
長
と
佐
久

光
俊
副
会
長
の
2
人
、米
国
政
府
関
係
者
ら
7

人
の
26
人
が
出
席
し
ま
し
た
。2
0
1
4
年
に

開
か
れ
た
前
回
会
合
後
の
活
動
状
況
報
告
や

観
光
交
流
に
つい
て
の
意
見
交
換
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

会
合
で
は
、日
本
市
場
が
引
き
続
き
ト
ッ
プ

5
の
ひ
と
つ
と
し
て
重
要
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ

り
、今
後
も
J
A
T
A
と
ブ
ラ
ン
ド
U
S
A
と

の
協
力
に
よ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
を
通
じ

て
、共
通
の
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
や
、

J
A
T
A
が
2
0
2
0
年
に
日
本
人
海
外
旅

行
者
数
を
2
0
0
0
万
人
と
す
る
目
標
を
立

て
て
お
り
、2
0
1
4
年
の
実
績
は
微
減
と

な
っ
た
も
の
の
、米
国
に
つ
い
て
は
4
5
0
万
人

と
し
た
J
A
T
A
と
ブ
ラ
ン
ド
U
S
A
と
の
覚

書
で
の
目
標

を
据
え
置

く
こ
と
、な

ど
を
確
認
。

2
0
1
6
年

の
ツ
ー
リ
ズ

ム
E
X
P
O

ジ
ャ
パ
ン
で

は
、米
国
を

フ
ィ
ー
チ
ャ
ー

カ
ン
ト
リ
ー

と
し
て
位
置
づ
け
、米
国
の
全
州
に
よ
る
出
展
に

向
け
て
、双
方
が
最
大
限
の
努
力
を
行
う
こ
と

も
合
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、日
米
間
で
の
観
光
交
流
促
進
策
に

つ
い
て
具
体
的
な
ア
イ
デ
ア
を
め
ぐ
る
意
見
交

換
も
行
わ
れ
、⑴
今
後
の
販
売
促
進
を
展
開
す

る
観
点
か
ら
、量
的
に
は
航
空
座
席
の
確
保
、

質
的
に
は
米
国
か
ら
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
提
供
な
ど

が
大
切
と
な
る
こ
と
、⑵
ブ
ラ
ン
ド
U
S
A
と

J
A
T
A
に
よ
る
研
修
旅
行
の
実
施
や
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
強
化
を
図
る
こ
と
、⑶
ブ
ラ
ン
ド

U
S
A
と
J
A
T
A
が
相
互
に
イ
ベン
ト
協
力

を
進
め
る
こ
と
、な
ど
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、米
国
の
国
土
安
全
保
障
省
か
ら
、成
田

空
港
に
お
け
る
米
国
事
前
入
国
審
査
の
導
入
に

向
け
て
、具
体
的
な
調
整
を
開
始
す
る
こ
と
に
つ

い
て
説
明
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

JATAとブランドUSAによる合同会議の出席者ら



委員会・支部活動報告
「
双
方
向
交
流
5
0
0
万
人
時
代
」の
実
現
へ

山
形
県
で
第
8
回
日
台
観
光
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催

　
J
A
T
A
と
日
本
観
光
振
興
協
会
、
台
湾
観

光
協
会
は
5
月
28
日
か
ら
31
日
ま
で
の
4
日
間

に
わ
た
り
、
「
双
方
向
交
流
人
口
5
0
0
万

人
時
代
に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ
に
山
形
県
で

「
第
8
回
日
台
観
光
サ
ミ
ッ
ト
i
n
山
形

2
0
1
5
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
日
台
観
光
サ
ミ
ッ
ト
に
は
、
台
湾
側

か
ら
台
北
在
日
経
済
文
化
代
表
處
、
台
湾
交
通

部
観
光
局
、
台
湾
観
光
協
会
、
業
界
関
係
者
な

ど
62
人
、
日
本
側
か
ら
吉
村
美
栄
子
知
事
を
は

じ
め
と
す
る
山
形
県
や
自
治
体
関
係
者
、
運

輸
・
宿
泊
業
界
関
係
者
、
旅
行
業
界
関
係
者
ら

1
5
0
人
が
参
加
し
、
日
本
側
と
台
湾
側
の
そ

れ
ぞ
れ
か
ら
観
光
の
現
況
に
関
す
る
報
告
や
意

見
交
換
会
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
ほ
か
、
山
形
県

内
の
視
察
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
台
観
光
サ
ミ
ッ
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
た

2
0
0
8
年
に
2
5
5
万
人
だ
っ
た
日
台
間
の

交
流
人
口
は
、
2
0
1
4
年
に
は
4
4
6
万
人

ま
で
拡
大
し
て
お
り
、
今
年
も
順
調
に
推
移
す

れ
ば
、
目
標
の
5
0
0
万
人
達
成
も
確
実
な
見

通
し
で
す
。

　
8
年
間
で
交
流
人
口
の
倍
増
を
実
現
し
た
日

台
観
光
サ
ミ
ッ
ト
は
、
ツ
ー
ウ
ェ
イ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
成
功
事
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
取
り
組
み

と
な
り
ま
し
た
。

　

J
A
T
A
海
外
旅
行
推
進
部
で
は
、

「
2
0
0
8
年
3
月
の
台
北
宣
言『
相
互
交
流

の
促
進
』を
着
実
に
実
践
し
て
き
た
観
光
関
係

者
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、交
流
人
口
の
更
な
る

拡
大
を
目
指
し
て
、関
係
各
団
体
と
連
携
し
、観

光
促
進
に

努
め
て
い

く
」方
針

で
す
。

　

来
年
の

「
第
9
回

日
台
観
光

サ
ミッ
ト
」

は
、台
湾

の
宜
蘭
県

で
開
催
さ

れ
ま
す
。

6
月
27
日　
平
成
27
年
度
環
境
保
全
活
動
に
つ

い
て
、
「
外
来
植
物
駆
除
」
を
ウ
ト
ナ
イ
湖
で

実
施

7
月
7
日　

帯
広
市
で
海
外
旅
行
セ
ミ
ナ
ー

（
地
域
セ
ミ
ナ
ー
・
勉
強
会
）
を
開
催

7
月
8
日　

釧
路
市
で
海
外
旅
行
セ
ミ
ナ
ー

（
地
域
セ
ミ
ナ
ー
・
勉
強
会
）
を
開
催

6
月
18
日　
第
2
回
幹
事
会
を
開
催

6
月
23
日　

「
2
0
1
5
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ

ア
・
タ
ヒ
チ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

7
月
16
日　
第
3
回
幹
事
会
を
開
催

6
月
11
日　
海
外
旅
行
委
員
会
を
開
催

6
月
19
日　
幹
事
会
を
開
催

6
月
23
日　
国
内
旅
行
委
員
会
を
開
催

6
月
25
日　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
委
員
会
を
開
催

7
月
10
日
〜
11
日　

 

幹
事
会
視
察
研
修
旅
行

（
北
海
道
）
を
実
施

6
月
5
日　
支
部
幹
事
会

6
月
18
日　
第
1
回
三
浦
ゼ
ミ
・
ク
レ
ー
ム
対

応
講
座
を
開
催

7
月
3
日
〜
4
日　

国
内
研
修
「
山
陰 

三
朝

温
泉
＆
出
雲
大
社
」
を
鳥
取
県
と
島
根
県
に
お

い
て
実
施

6
月
8
日　
第
１
回
中
村
ゼ
ミ
ク
レ
ー
ム
対
応

講
座

6
月
11
日　
海
外
旅
行
委
員
会

6
月
23
日　
消
費
者
相
談
委
員
会

6
月
25
日　
幹
事
会

7
月
2
日　
第
2
回
中
村
ゼ
ミ
ク
レ
ー
ム
対
応

講
座

6
月
2
日　
広
島
空
港
C
I
Q
セ
ミ
ナ
ー
（
38

人
参
加
）
を
開
催

6
月
6
日
〜
7
日　

「
え
ひ
め
空
旅
！

2
0
1
5
」
を
開
催

6
月
17
日　
第
1
回
総
務
委
員
会
を
開
催

6
月
26
日　

広
島
空
港
利
用
促
進
セ
ミ
ナ
ー

（
松
江
）
を
開
催

6
月
11
日　
総
務
委
員
会
を
開
催

6
月
11
日　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
実
務
対
応
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催

6
月
12
日　
消
費
者
相
談
委
員
会
を
開
催

6
月
13
日　
第
2
回
寺
子
屋
J
A
T
A
を
開
催

6
月
11
日　
総
務
･
国
内
･
広
報
合
同
委
員
会

を
開
催

6
月
18
日　
沖
縄
支
部
年
次
定
例
会
を
開
催

7
月
8
日　
幹
事
会
を
開
催

関
東
支
部

関
西
支
部

中
四
国
支
部

東
北
支
部

九
州
支
部

中
部
支
部

北
海
道
支
部

沖
縄
支
部

台湾交通部観光局の謝謂君局長（左）と記念品を交換する田川会長

日台観光サミットに参加した双方の関係者ら



7
月
7
日
に「
J
A
T
A
N
A
V
I
」を
リ
ニュ
ー
ア
ル

情
報
の一部
有
償
化
で
分
か
り
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
に

【新JATANAVIのイメージ】
海外情報は国・都市・空港・ホテルに変更（点線で囲ったコーナー）、閲覧は有償オプションとなります。
渡航関連情報はこれまでどおり、ご覧いただけます。

「
J
A
T
A
N
A
V
I
」
が
７
月

７
日
に
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま

し
た
。
主
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
ポ

イ
ン
ト
は
、
次
の
通
り
で
す
。

1
． 

提
供
情
報
に
つ
い
て

　
◎
渡
航
手
続
関
連
情
報
（
V
I
S
A
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
掲
載
情
報
な
ど
）
は
、
従
来
と
同
様

に
、
無
料
で
情
報
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

　
◎
海
外
基
本
情
報
（
海
外
情
報
）
は
、
利
用

者
負
担
に
よ
り
有
償
と
な
り
ま
し
た
。
有
償
の

情
報
範
囲
と
利
用
料
金
に
つ
い
て
は
、
左
記

U
R
L
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.jata-net.or.jp/jatanavi/

index.htm
l

2
．
ト
ッ
プ
画
面
の
デ
ザ
イ
ン
変
更

　
情
報
の
一
部
有
償
化
に
伴
い
、
ト
ッ
プ
画
面

で
は
「
無
料
」
「
有
償
」
が
明
確
に
分
か
る
画

面
に
改
め
、
検
索
し
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
と
な
り

ま
し
た
。

3
．
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｂ
Ｉ
と
は
別
に
J
A
T
A

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
機
能
改
善

　
〔
Ａ
〕
会
員
I
D
／
パ
ス
ワ
ー
ド
、
メ
ル
マ

ガ
登
録
の
管
理
方
法
を
簡
素
化

　
　
こ
れ
ま
で
（
一
部
の
）
会
員
は
、
複
数
の

会
員
I
D
／
パ
ス
ワ
ー
ド
を
持
っ
て
い
ま
し
た

が
会
員
I
D
／
パ
ス
ワ
ー
ド
は
管
理
者
用
と
一

般
用
の
2
種
類
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴

い
、
会
員
は
「
管
理
者
用
」
と
し
て
J
A
T
A

│
I
T
管
理
者
1
人
を
指
定
し
て
、
「
一
般

用
」
と
し
て
、
複
数
の
I
D
／
パ
ス
ワ
ー
ド
を

作
成
・
管
理
す
る
こ
と
で
、
パ
ス
ワ
ー
ド
変
更

や
J
A
T
A
か
ら
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
登
録
等

が
一
元
的
に
簡
単
に
で
き
ま
す
。

　
〔
Ｂ
〕
会
員
M
y
ペ
ー
ジ
（
新
規
）
か
ら
各

種
手
続
き
が
可
能
に

　
「
J
A
T
A
│
I
T
管
理
者
」
に
よ
る
会
社

基
本
情
報
の
管
理
が
可
能
と
な
り
、
い
つ
で
も

会
社
情
報
を
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
全
社
員
が
一
度
に
ロ
グ
イ
ン
で
き
る
「
一

般
用
」
か
ら
の
J
A
T
A
頒
布
物
の
購
入
が
オ

ン
ラ
イ
ン
注
文
と
な
る
ほ
か
、
J
A
T
A
の
各

種
ロ
ゴ
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
者
情
報
を
入
力
す
る

こ
と
な
く
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

※
J
A
T
A
N
V
I
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
先
：
総
務
部 

長
田
・
木
村

（
０
３
│
３
５
９
２
│
１
２
７
１
）



　
　 

業
法
改
正
の
歩
み
と
と
も
に
④

信
頼
さ
れ
る
旅
行
業
務
を
支
え
る
取
扱
管
理
者
制
度

連
載

　
１
９
７
１
年
に
導
入
さ
れ
た
旅
行
業
務
取
扱
主
任
者
制
度
は
、
２
０
０

４
年
に
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
制
度
に
改
め
ら
れ
、
40
年
以
上
に
わ
た
っ

て
、
信
頼
さ
れ
る
旅
行
業
務
の
遂
行
を
支
え
て
き
て
い
ま
す
。

「
取
扱
主
任
者
」
か
ら

「
取
扱
管
理
者
」
へ

　

現
在
の
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
制
度

は
、
2
0
0
4
年
に
実
施
さ
れ
た
旅
行

業
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で

旅
行
商
品
の
販
売
や
苦
情
対
応
を
行
っ

て
い
た
旅
行
業
務
取
扱
主
任
者
に
つ
い

て
、
そ
の
知
識
・
能
力
を
活
用
し
て
旅

行
に
関
す
る
計
画
の
作
成
か
ら
旅
程
管

理
に
至
る
ま
で
、
総
合
的
に
旅
行
業
務

の
取
り
扱
い
に
関
し
て
管
理
及
び
監
督

を
行
う
よ
う
業
務
を
拡
大
し
、
名
称
も

「
旅
行
業
務
取
扱
主
任
者
」
か
ら
「
旅

行
業
務
取
扱
管
理
者
」
に
変
更
し
た
も

の
で
す
。

　

1
9
7
1
年
に
導
入
さ
れ
た
旅
行
業

務
取
扱
主
任
者
制
度
は
、
1
9
6
4
年

の
海
外
旅
行
自
由
化
か
ら
6
年
余
り
を

経
て
、
旅
行
業
務
の
内
容
が
高
度
な
知

識
や
経
験
を
必
要
と
さ
れ
る
専
門
性
を

強
め
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
旅
行
業

従
事
者
の
質
的
な
向
上
を
図
り
、
旅
行

者
の
保
護
と
旅
行
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
向

上
を
目
指
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

旅
行
業
務
取
扱
主
任
者
は
、
そ
の
取

り
扱
う
旅
行
に
応
じ
て
一
般
旅
行
業
務

取
扱
主
任
者
試
験
か
国
内
旅
行
業
務
取

扱
主
任
者
試
験
に
合
格
す
る
か
、
そ
れ

と
同
等
以
上
の
知
識
と
能
力
を
持
つ
と

運
輸
大
臣
（
当
時
）
が
認
定
し
た
者
か

ら
選
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
。

　

旅
行
業
者
ま
た
は
旅
行
業
者
代
理
業

者
は
、
旅
行
業
法
の
定
め
に
よ
り
、
営

業
所
ご
と
に
1
人
以
上
の
旅
行
業
務
取

扱
主
任
者
を
選
任
す
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

1
9
8
2
年
の
旅
行
業
法
改
正
で

は
、
制
定
時
点
に
明
確
で
は
な
か
っ
た

旅
行
業
務
取
扱
主
任
者
の
職
務
内
容
に

つ
い
て
、
運
輸
省
（
当
時
）
令
で
管
理

及
び
監
督
に
関
わ
る
事
務
と
し
て
9
項

目
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
旅
行

業
務
取
扱
主
任
者
と
し
て
選
任
さ
れ
る

の
は
、
国
家
試
験
合
格
者
か
そ
れ
と
同

等
以
上
の
知
識
と
能
力
を
持
つ
と
認
定

さ
れ
た
者
だ
っ
た
の
が
、
国
家
試
験
合

格
者
の
み
に
改
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

業
務
範
囲
は
旅
行
ビ
ジ
ネ

ス
の
全
プ
ロ
セ
ス

　

旅
行
業
務
取
扱
主
任
者
に
つ
い
て
、

旅
行
業
務
に
関
す
る
取
引
の
責
任
者
と

位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
職
務

の
重
点
化
と
明
確
化
が
図
ら
れ
た
の

が
、
1
9
9
5
年
の
旅
行
業
法
改
正
で

し
た
。

　

こ
の
改
正
に
よ
っ
て
、
9
項
目
が
定

め
ら
れ
て
い
た
旅
行
業
務
取
扱
主
任
者

の
業
務
は
、
旅
行
契
約
の
締
結
を
し
よ

う
と
す
る
旅
行
者
へ
の
取
引
条
件
説

明
、
旅
行
契
約
を
締
結
し
た
際
の
旅
行

者
へ
の
書
面
交
付
、
広
告
の
実
施
、
苦

情
の
処
理
に
つ
い
て
管
理
及
ぶ
監
督
す

る
事
務
、
と
い
う
4
項
目
に
絞
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
旅
行
業
務
取

扱
主
任
者
試
験
も
、
そ
れ
ま
で
の
一
般

的
で
常
識
的
な
知
識
や
語
学
と
い
う
観

点
よ
り
も
、
契
約
そ
の
も
の
に
関
わ
る

法
令
や
約
款
、
そ
れ
ら
に
関
わ
る
知
識

な
ど
へ
シ
フ
ト
す
る
よ
う
見
直
し
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
1
9
9
0
年
代
か
ら

2
0
0
0
年
代
に
か
け
て
、
旅
行
需
要

の
多
様
化
に
拍
車
が
か
か
り
、
旅
行
会

社
と
旅
行
者
の
間
に
お
け
る
苦
情
や
紛

争
も
広
範
に
生
じ
る
状
況
が
現
出
す
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
旅
行
者
の

保
護
の
充
実
や
旅
行
者
利
便
の
増
進
も

視
野
に
行
わ
れ
た
2
0
0
4
年
の
業
法

改
正
で
は
、
企
画
旅
行
の
導
入
と
旅
行

業
者
の
責
任
の
拡
大
、
営
業
補
償
金
制

度
の
見
直
し
な
ど
と
と
も
に
、
旅
行
業

務
取
扱
主
任
者
制
度
か
ら
旅
行
業
務
取

扱
管
理
者
制
度
へ
の
名
称
変
更
も
実
施

さ
れ
た
の
で
し
た
。

　

旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
の
業
務
範
囲

は
、
取
引
に
関
わ
る
条
件
の
明
確
性
、

旅
行
に
関
わ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
確

実
性
と
取
引
の
公
正
、
旅
行
の
安
全
や

旅
行
者
の
利
便
、
な
ど
を
確
保
す
る
た

め
に
、
旅
行
計
画
の
作
成
か
ら
企
画
旅

行
の
円
滑
な
実
施
、
苦
情
の
処
理
や
取

引
記
録
の
保
管
な
ど
、
旅
行
ビ
ジ
ネ
ス

に
関
わ
る
全
プ
ロ
セ
ス
に
及
ぶ
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
研
修

で
能
力
の
向
上
を

　

旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
に
は
多
く
の

責
任
が
付
与
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
更
新

制
度
は
な
い
た
め
、
試
験
の
合
格
後
に

も
旅
行
業
法
・
旅
行
業
約
款
な
ど
の
改

正
が
あ
る
と
、
自
ら
そ
の
改
正
部
分
を

十
分
に
把
握
、
理
解
す
る
必
要
が
生
じ

ま
す
。

　

J
A
T
A
で
は
、
旅
行
業
務
取
扱
管

理
者
が
契
約
責
任
者
と
し
て
日
々
の
業

務
を
よ
り
円
滑
に
実
施
し
、
よ
り
信
頼

さ
れ
る
旅
行
業
務
が
遂
行
で
き
る
よ
う

「
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
研
修
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

旅
行
業
法
令
や
旅
行
業
約
款
に
関
す

る
解
釈
上
の
疑
問
や
苦
情
な
ど
に
関
わ

る
最
新
情
報
や
事
例
の
解
説
、
グ
ル
ー

プ
討
議
な
ど
に
よ
り
、
知
識
の
再
確
認

と
再
習
得
を
す
る
た
め
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
研
修
の
受
講
を
通
じ
て
、
旅
行

業
務
取
扱
管
理
者
の
職
務
に
関
す
る
知

識
や
能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
は
、
旅

行
業
法
で
旅
行
業
者
（
経
営
者
）
に
も

求
め
ら
れ
て
い
る
事
項
で
す
。

　

1
9
9
9
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
研
修
は
、
こ
れ
ま

で
延
べ
8
5
0
0
人
余
り
が
受
講
し
て

き
て
い
ま
す
。
昨
年
度
に
お
け
る
「
旅

行
業
務
取
扱
管
理
者
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
研
修
」
の
研
修
実
施
報
告
は
、
左
記

U
R
L
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

http://w
w
w
.jata-net.or.jp/

sem
inar/training/brush-up/

h26brush_report.htm
l

ブラッシュアップ研修では、グループ討議などで知識の再確認と
再習得を行います



節
目
の
２
０
１
６
年
に
向
け〝
ス
テ
ッ
プ
〞の
年
に

事
業
の
全
体
フ
レ
ー
ム
を
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

主催 ： 公益社団法人 日本観光振興協会、一般社団法人 日本旅行業協会
会期 ： 9月24日（木）～27日（日）　会場 ： 東京ビッグサイト

　
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
推
進
室
は
５
月
28
日
、東
京・霞
が
関
の
全
日
通
霞
が
関
ビ
ル
で

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
２
０
１
５
」の
概
要
発
表
記
者
会
見
を
開
催
し
ま
し
た
。ツ
ー
リ

ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
実
行
委
員
会
の
委
員
長
を
務
め
る
田
川
博
己
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
会
長
は
、観
光
総

合
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
２
回
目
を
迎
え
る
今
年
に
つ
い
て
、「〝
ホ
ッ
プ
〞の
年
だ
っ
た
２
０
１
４
年
に

続
く〝
ス
テ
ッ
プ
〞の
年
」と
位
置
づ
け
、２
０
２
０
年
の
東
京
五
輪
に
向
け
て
節
目
の
年
と
な
る

２
０
１
６
年
を「〝
ジ
ャ
ン
プ
〞の
年
」と
す
べ
く
決
意
を
表
明
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン

2
0
1
4
」
は
、
「
J
A
T
A
旅
博
」
と
日

本
観
光
振
興
協
会
の
「
旅
フ
ェ
ア
日
本
」
を

統
合
し
た
観
光
総
合
イ
ベ
ン
ト
し
て
ス
タ
ー

ト
を
切
り
、
観
光
庁
と
日
本
政
府
観
光
局

（
J
N
T
O
）
が
主
催
す
る
「
V
I
S
I
T 

J
A
P
A
N 

ト
ラ
ベ
ル
マ
ー
ト
」
と

「
V
I
S
I
T 

J
A
P
A
N 

M
I
C
E
マ
ー

ト
」
も
同
時
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
海
外
旅
行
と

国
内
旅
行
、
訪
日
旅
行
の
振
興
に
向
け
て
、
旅

行
業
界
や
観
光
産
業
だ
け
に
と

ど
ま
ら
ず
、
他
産
業
や
地
域
の

力
な
ど
も
結
集
し
て
、
国
際
社

会
に
お
け
る
「
観
光
立
国
ニ
ッ

ポ
ン
」
を
国
内
外
に
発
信
す
る

形
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
会
期

中
の
来
場
者
数
も
15
万
人
以
上

を
記
録
し
、
ア
ジ
ア
を
リ
ー
ド

す
る
世
界
最
大
級
の
観
光
産
業

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
内
外
か
ら

高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

　

田
川
会
長
は
、
今
年
の

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ

パ
ン
2
0
1
5
」
で
は
、
東
京

五
輪
が
開
催
さ
れ
る
2
0
2
0

年
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
新
し

い
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
取
り
組
み
に

積
極
的
に

チ
ャ
レ
ン
ジ

し
、
事
業
の

全
体
フ
レ
ー

ム
の
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン

に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と

を
紹
介
。

2
0
2
0
年

へ
の
中
間
地
点
と
な
る
節
目
の
2
0
1
6
年

は
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
「
東
京
」
が
次
回

の
五
輪
開
催
地
と
し
て
コ
ー
ル
さ
れ
、
全
世
界

の
耳
目
が
日
本
に
集
ま
る
こ
と
か
ら
、
「
ツ
ー

リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
」
を
大
き
く
飛
躍

さ
せ
、
観
光
産
業
を
取
り
巻
く
関
係
者
に
と
っ

て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
観
光
総
合
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
確
立
す
る
こ
と
を
目
指
す
考
え
を
強

調
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
実

行
委
員
会
の
副
委
員
長
を
務
め
る
日
本
観
光
振

興
協
会
の
見
並
陽
一
理
事
長
は
、
「
今
年
5
月

に
3
0
0
0
人
規
模
の
日
中
観
光
文
化
交
流
団

が
訪
中
す
る
な
ど
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
観
光
交

流
が
大
き
な
う
ね
り
を
見
せ
る
中
で
、
『
ツ
ー

リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
』
に
対
す
る
各
方

面
か
ら
の
期
待
も
高
ま
っ
て
い
る
」
と
指
摘
。

「
国
際
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
・
国
内
商
談
会
と
メ
デ
ィ
ア

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
展
示
会
、
顕
彰
事
業
、
ジ
ャ

パ
ン
ナ
イ
ト
と
い
う
5
つ
の
事
業
の
柱
を
太
く

し
て
、
『
観
光
立
国
日
本
』
を
し
っ
か
り
と

発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
意
欲
を
示
し
ま
し

た
。

　

田
川
会
長
は
、
２
０
１
５
年
の
国
際
観
光

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、
国
連
世
界
観
光
機
関
（
Ｕ

Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
と
の
連
携
を
図
る
「T

ourism
 

and C
ulture

〜
旅
と
文
化
」
を
テ
ー
マ
と

し
、
文
化
遺
産
の
保
全
と
地
域
の
振
興
に
寄
与

す
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
産
業
の
発
展
に
つ
い
て
議
論

を
深
め
る
こ
と
に
加
え
、
今
年
か
ら
「
ジ
ャ
パ

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ア
ワ
ー
ド
」
と
名
称
を
変

更
し
、
様
々
な
分
野
で
観
光
産
業
の
発
展
・
拡

大
に
寄
与
す
る
団
体
・
組
織
・
企
業
・
個
人
を

表
彰
す
る
顕
彰
事
業
で
、
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
部
門
賞

も
設
定
し
て
国
際
機
関
と
の
連
携
を
通
じ
た
グ

ロ
ー
バ
ル
な
展
開
を
図
る
こ
と
に
も
言
及
。

２
０
１
３
年
に
締
結
さ
れ
た
包
括
的
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
に
基
づ
い
て
、
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
と

Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
と
の
協
力
関
係
が
着
実
に
深
ま
っ

て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン

事
業
を
通
じ
た
新
た
な
地
域
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
し
て
、
今
年
か
ら
プ
レ
ミ
ア
ム
・
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
パ
ー
ト
ナ
ー
協
賛
カ
テ
ゴ
リ
ー

も
新
設
さ
れ
て
お
り
、
海
外
や
国
内
各
地
域
に

よ
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
施
策
な
ど
と
連
動
し
、

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
」
の
集
客

牽
引
力
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と

な
る
国
・
地
域
や
取
り
組
み
へ
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
効
果
を
最
大
化
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
展
開
さ
れ
る
予
定
で
す
。

田川会長「観光総合イベントとしての確立を目指す」

「ツーリズム EXPOジャパン 2015」のキービジュアルポスターを囲む見並理事長、田川会長、ツー
リズム EXPOジャパン推進室の池田信之室長（左から）



第
７
回
　「
数
字
の
旅
」

マ
ド
リ
ー
ド
通
信

熊
田

　順
一

国
連
世
界
観
光
機
関（
U
N
W
T
O
）

本
部
ア
ジ
ア・
太
平
洋
部
門
コ
ラ
ボ
レ
ー
タ
ー

　

私
た
ち
が
日
々
忙
し
く
、業
務
に
追
わ
れ
な

が
ら
も
築
い
て
き
た「
観
光
」と
い
う
業
界
。

U
N
W
T
O
の
統
計・マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
門
は
、こ

の
業
界
の
規
模
や
役
割
を
地
球
全
体
の
観
点
か
ら

数
字
で
表
現
し
、そ
の
重
要
性
を
世
界
に
向
け
て

発
信
し
続
け
て
い
る
。観
光
業
に
携
わ
る
上
で
、知っ

て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
数
字（
統
計・マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
デ
ー
タ
）を
い
く
つ
か
紹
介
し
た
い
。

　
「
9
％
」…
全
世
界
の
国
内
総
生
産（
G
D
P
）

の
9
％
を
ツ
ー
リ
ズ
ム
産
業
が
担
って
い
る
。つ
ま

り
、地
球
上
の
経
済
活
動
に
占
め
る
約
1
割
を

「
旅
」が
担って
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
「
11
億
3
3
0
0
万
人
」…
2
0
1
4
年
に
世

界
各
国
へ
到
着
し
た
外
国
人
旅
行
者
数
だ
。ヨ
ー

ロッパ
が
5
億
8
2
0
0
万
人
、ア
ジ
ア
太
平
洋
が

2
億
6
3
0
0
万
人
、米
州
が
1
億
8
1
0
0
万

人
、ア
フ
リ
カ
が
5
6
0
0
万
人
、中
東
が

5
1
0
0
万
人
。各
地
域
の
市
場
規
模
や
こ
れ
か

ら
可
能
性
の
あ
る
地
域
な
ど
、数
字
に
対
す
る
ア
プ

ロ
ー
チ
で
ビ
ジョン
も
変
わって
く
る
。

　

倫
理
面
で
い
え
ば
、旅
行
先
の
観
光
地
で
約

11
億
人
が
ど
う
行
動
す
る
か
。素
敵
な
観
光
地
で

あ
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
、旅
行
業
界
で
働
く
私
た

ち
が
、お
客
様
へ
適
切
な
情
報
を
提
供
し
て
い
く
責

任
が
生
じ
る
だ
け
の
規
模
に
なって
い
る
と
も
言
え

る
。

　
「
11
人
に
1
人
」…
ホ
テ
ル
、レ
ス
ト
ラ
ン
、エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
、移
動
手
段
、エ
ー
ジェン
ト
な

ど
。世
界
で
働
く
11
人
に
1
人
は
ツ
ー
リ
ズ
ム
関

連
に
従
事
し
て
い
る
。世
界
で
働
い
て
い
る
約
1
割

の
人
々
が
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
関
連
し
て
い
る
と
い
う
事

実
は
、雇
用
創
出
の
観
点
か
ら
も
ツ
ー
リ
ズ
ム
産
業

が
、各
国
の
経
済
や
社
会
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を

担って
い
る
こ
と
を
改
め
て
教
え
て
く
れ
る
。

　
「
世
界
の
輸
出
分
野
の
6
％・第
4
位
」…
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
輸
出
額
は
1
兆
5
0
0
0
億
ド
ル（
約

1
8
4
兆
円
）で
、日
本
の
国
家
予
算
で
あ
る
97
兆

円
の
約
2
倍
に
及
ぶ
。世
界
の
輸
出
額
ラ
ン
キ
ン
グ

で
は
、燃
料
、化
学
製
品
、食
糧
に
次
ぐ
第
4
位
に

位
置
し
て
お
り
、第
5
位
の
自
動
車
関
連
産
業
を

凌
ぐ
規
模
と
なって
い
る
。

　
「
仏
↓
米
↓
西
↓
中
↓
伊
」…
こ
の
順
位
は
、最

近
馴
染
み
の
国
際
到
着
旅
行
者
数
の
2
0
1
4
年

に
お
け
る
ラ
ン
キ
ン
グ
だ
。フ
ラ
ンス
の
8
4
0
0
万

人
、ア
メ
リ
カ
の
7
5
0
0
万
人
、ス
ペ
イ
ン
の

6
5
0
0
万
人
、中
国
の
5
6
0
0
万
人
、イ
タ
リ

ア
の
4
9
0
0
万
人
が
ベス
ト
5
で
、ト
ルコ
、ド
イ

ツ
、英
国
、ロ
シ
ア
、メ
キ
シ
コ
が
続
く
。中
国
か
ら
ロ

シ
ア
への
越
境
交
流
が
、ロ
シ
ア
の
順
位
を
押
し
上

げ
る
形
と
なって
い
る
。ま
だ
ま
だ
、未
知
の
交
流
が

地
球
に
は
沢
山
あ
り
、そ
の
源
泉
の一つ
が
、我
々
に

身
近
な
ショッ
ピ
ン
グ
で
あった
り
も
す
る
。

　
「
米
↓
西
↓
中
↓
仏
↓
澳
」…
2
0
1
4
年
に

お
け
る
国
際
旅
行
収
入
の
順
番
で
あ
る
。米
国
が

1
7
7
0
億
ド
ル
、ス

ペ
イ
ン
が
6
5
0
億
ド

ル
、中
国
が
5
7
0
億

ド
ル
、フ
ラ
ン
ス
が

5
5
0
億
ド
ル
、マ
カ

オ
が
5
1
0
億
ド
ル
。

昨
年
は
、欧
州
で
初
め

て
ス
ペ
イ
ン
が
フ
ラ
ン
ス

を
抜
い
て
収
入
で
第
1

位
に
躍
り
出
た
。こ
の
歴
史
的
な
快
挙
に
は
、日
本

も
学
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
る
は
ず
だ
。

　
「
中
↓
米
↓
独
↓
英
↓
露
」…
2
0
1
4
年
に

お
け
る
海
外
旅
行
総
消
費
額
の
順
位
。中
国
が

1
6
5
0
億
ド
ル
、米
国
が
1
1
2
0
億
ド
ル
、ド

イ
ツ
が
9
2
0
億
ド
ル
、英
国
が
5
8
0
億
ド
ル
、

ロ
シ
ア
が
5
0
0
億
ド
ル
。6
位
以
下
は
、フ
ラ
ン

ス
、カ
ナ
ダ
、イ
タ
リ
ア
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、ブ
ラ
ジ
ル

と
続
く
。訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
で
、旅
行
消
費

を
伸
ば
す
ヒ
ン
ト
に
し
た
い
順
位
だ
。

　
数
字
は
時
に
シ
ビ
ア
だ
が
、読
み
取
る
努
力
を
着

実
に
積
み
重
ね
て
い
け
ば
、見
え
て
い
な
かっ
た
大

き
な
山
の
存
在
を
気
付
か
せ
て
も
く
れ
る
。日
本

で
も
、サ
ー
ビ
ス
業
と
い
う
分
野
で
ツ
ー
リ
ズ
ム
産
業

の
輪
郭
を
明
確
に
し
て
い
く
た
め
に
も
、世
界
で
ど

の
よ
う
な
数
字
が
語
ら
れ
、分
析
さ
れ
、順
位
付

け
ら
れ
て
い
る
の
か
、日
本
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
産
業
に

関
わ
る
皆
さ
ん
と
共
有
し
て
い
け
れ
ば
と
思
う
。



■『
旅
の
安
全
の
日
』を
迎
え
て

　
７
月
１
日（
水
）は
２
回
目
の『
旅
の
安
全

の
日
』で
し
た
。旅
行
会
社
の
皆
さ
ま
は
ど

の
よ
う
な
１
日
を
過
ご
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う

か
。そ
も
そ
も
７
月
１
日
は『
国
民
安
全
の

日
』と
し
て
産
業
災
害
等
の
防
止
の
啓
発

を
目
的
に
1
9
6
0
年
に
内
閣
府
に
よ
り

定
め
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、昨
年
の
Ｊ
Ａ
Ｔ

Ａ
に
よ
る『
旅
の
安
全
の
日
』制
定
に
よ
り
、

旅
行
産
業
界
全
体
で
の『
旅
の
安
全
』の

啓
発
活
動
が
ま
す
益
々
活
発
化
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
も
７
月
１
日（
も
し
く
は
そ
の
周

辺
日
程
）に
約
１
０
０
社
の
旅
行
会
社
が

実
際
の
災
害
や
事
故
発
生
を
想
定
し
て
模

擬
訓
練
を
実
施
さ
れ
ま
し
た
。模
擬
訓
練

に
お
い
て
、緊
急
連
絡
網
の
確
認・安
全
管

理
責
任
者
の
役
割
確
認・国
内・海
外・訪

日
の
ツ
ア
ー
催
行
状
況
の
確
認・お
客
様
の

安
否
確
認
な
ど
を
実
施
さ
れ
る
中
で
各
旅

行
会
社
様
ご
と
に
様
々
な
課
題
を
感
じ
ら

れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

■
年
に
１
度
は
緊
急
重
大
事
故　

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

　

実
際
の
事
故・災
害
の
際
に
は
予
想
を
は

る
か
に
超
え
る
混
乱
が
生
じ
、確
定・不
確

定
の
情
報
が
入
り
乱
れ
ま
す
。緊
急
重
大

事
故
や
巨
大
災
害
が
起
こっ
た
際
に
は
、旅

行
会
社
社
長
と
安
全
管
理
責
任
者
は
、旅

行
者
の
安
全
を
最
優
先
と
し
な
が
ら
、状

況
把
握・原
因
調
査・責
任
関
係
の
整
理・

家
族
対
応・情
報
管
理・マ
ス
コ
ミ
対
応・株

主
対
応・そ
の
他
の
会
社
業
務
の
通
常
遂

行・事
業
継
続
な
ど
、一
度
に
多
種
多
様
な

物
事
へス
ピ
ー
ド
感
と
正
確
性
を
伴
っ
た
対

応
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
緊
急
連
絡
網

を
常
に
リ
ニュ
ー
ア
ル
し
、対
応
マ
ニュ
ア
ル

を
整
備
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す

が
、実
際
の
事
故
や
災
害
の
発
生
時
に
そ

れ
ら
が
機
能
し
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま

せ
ん
。自
社
に
て
作
成
し
た
マニュア
ル
類
に

沿
っ
て
有
事
を
想
定
し
た
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン

グ
形
式
の「
緊
急
重
大
事
故
シ
ミュレ
ー
シ
ョ

ン
」を
年
に
１
回
程
度
実
施
す
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。各
社
ご
と
に
取
り
扱
う
ツ

ア
ー
の
実
態
や
お
客
様
層
、デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョン
ご
と
に
備
え
る
べ
き
内
容
は
違
う
点

が
多
々
あ
り
、本
番
さ
な
が
ら
の
シ
ミュレ
ー

シ
ョン
を
実
施
す
る
こ
と
で
実
際
に
は
う
ま

く
回
ら
な
い
点
、欠
け
て
い
る
点
な
ど
が
必

ず
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
す
。

■
外
部
の
視
点
を
入
れ
る
こ
と
で

備
え
に
厚
み
を
持
た
せ
る

　

各
種
マ
ニュ
ア
ル
の
策
定
や
緊
急
重
大

事
故
シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョン
の
実
施
に
あ
た
って

は
、自
社
だ
け
で
完
結
せ
ず
に
第
三
者
の

視
点
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
取
り
入
れ
る

こ
と
が
重
要
で
す
。自
社
の
み
で
は
想
定

で
き
な
か
っ
た
事
態・観
点
を
踏
ま
え
た
厚

み
の
あ
る
実
践
的
な
準
備
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

　

損
害
保
険
会
社
は
、旅
行
保
険
に
お
け

る
長
年
の
事
故
対
応・災
害
対
応
の
経
験・

ノ
ウ
ハ
ウ
に
基
づ
い
て
有
事
の
際
の
具
体
的

対
応
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
旅
行
保
険
の

観
点
だ
け
で
な
く
、賠
償
責
任
事
案・巨
大

災
害
対
応・事
業
継
続
対
応・情
報
管
理・

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
対
応
な
ど
様
々
な
事
象

に
対
応
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
て
い
ま
す

の
で
、旅
の
安
全
の「
ト
ー
タ
ル・リ
ス
ク・ア

ド
バ
イ
ザ
ー
」と
し
て
多
角
的
な
観
点
か

ら
各
種
マニュア
ル
の
策
定
や
緊
急
重
大
事

故
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
実
施
の
お
手
伝
い
が

可
能
で
す
。是
非
お
気
軽
に
お
声
か
け
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

東
京
海
上
日
動
で
は
、旅
行
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
テ
ー
マ
に
不
定
期
で
セ
ミ
ナ
ー
等
を
実
施
し

て
い
ま
す
。７
月
８
日
に
は
産
学
官
連
携
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。

シリーズ ： 『挑戦』を支えるもの
～②緊急重大事故シミュレーションで有事に備える～

（東京海上日動火災保険株式会社 旅行業営業部）



　

観
光
庁
は
6
月
12
日
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
旅

行
取
引
の
表
示
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
O
T
A
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）」を
発
表
し
ま

し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
・
進
展
に
伴
っ

て
、旅
行
取
引
に
お
い
て
も
近
年
オ
ン
ラ

イ
ン
取
引
の
規
模
が
拡
大
し
て
き
て
い
る

こ
と
を
受
け
、観
光
庁
で
は
今
年
1
月
に

O
T
A
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
検
討
委
員
会

を
設
置
し
、O
T
A
な
ど
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
お
け
る
適
切
な
表
示
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
を
行
い
、同
委
員
会
の
検
討
結
果
を

も
と
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
た
も
の
で

す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
旅
行
取
引
に
つ
い
て
は
、契

約
条
件
に
つ
い
て
口
頭
で
の
説
明
が
行
わ
れ

ず
、ま
た
、国
内
の
オ
ン
ラ
イ
ン
旅
行
取
引

事
業
者（
O
T
A
）に
よ
る
旅
行
予
約
サ
イ

ト
だ
け
で
な
く
、海
外
の
O
T
A
に
よ
る
旅

行
予
約
サ
イ
ト
や
他
社
の
旅
行
商
品
を
比

較・紹
介
す
る
だ
け
の
メ
タ
サ
ー
チ
、場
貸
し

サ
イ
ト
な
ど
様
々
な
サ
イ
ト
が
存
在
し
て

い
ま
す
。し
か
し
、利
用
す
る
サ
イ
ト
に
よ
っ

て
不
明
だ
っ
た
り
、契
約
の
形
態
や
条
件
、

契
約
当
事
者
が
異
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
、契

約
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
も
懸
念
さ

れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

2
0
1
3
年
度
に
開
催
さ
れ
た
旅
行
産
業

研
究
会
で
も
、消
費
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止

を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、旅
行
取
引

サ
イ
ト
の
表
示
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策

定
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

国
内
で
旅
行
業
を
営
む
場
合
、旅
行
業

法
に
基
づ
く
登
録
を
受
け
て
、同
法
に
定
め

ら
れ
た
義
務
を
順
守
す
る
必
要
が
あ
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
旅
行
取
引
を
行
う
場
合
に
も
、

同
法
の
ほ
か
に
、国
土
交
通
省
の
通
達「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
を
利
用
す
る
旅
行
業

務
関
す
る
取
扱
に
つ
い
て
」と
同
通
達
に
基

く
J
A
T
A
な
ど
が
定
め
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
基
づ
い
て
、旅
行
業
の
登
録
に
関
す
る
事

項
や
取
引
条
件
説
明
に
関
す
る
事
項
な
ど

を
、自
社
が
運
営
す
る
サ
イ
ト
で
適
切
に
表

示
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、海
外
O
T
A
に
つ
い
て
は
、日
本

で
の
旅
行
業
登
録
を
行
っ
て
お
ら
ず
、メ
タ

サ
ー
チ
や
場
貸
し
サ
イ
ト
も
運
営
者
は
契

約
当
事
者
と
は
な
ら
ず
、旅
行
業
の
登
録
は

不
要
で
す
。

　

今
回
策
定
さ
れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、こ

う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、（
1
）O
T
A
な

ど
に
関
す
る
基
本
情
報
、（
2
）問
い
合
わ
せ

先
に
関
す
る
事
項
、（
3
）契
約
事
項
に
関

す
る
事
項
、（
4
）契
約
内
容
確
認
画
面
、と

い
う
4
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、O
T
A
な

ど
の
サ
イ
ト
で
表
示
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
内
容
を
明
文
化
し
た
も
の
で
す
。

　

基
本
情
報
に
つい
て
は
、「
名
称
」「
住
所
」

「
代
表
者
等
の
氏
名
」「
旅
行
業
登
録
の
有

無
」の
4
項
目
が
、申
し
込
み
完
了
前
の
段

階
か
ら
旅
行
者
が
容
易
に
認
識
で
き
る
方

法
と
場
所
で
表
示
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。ま
た
、問
い
合
わ
せ
先
で
は
、「
連

絡
先
」「
受
付
可
能
時
間
」「
受
付
可
能
言

語
」の
3
項
目
が
、同
様
に
表
示
さ
れ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、カ

ス
タ
マ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
品
質
確
保
と
い
う
観

点
か
ら
、受
付
体
制
の
整
備
を
図
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、契
約
条
件
に
関
す
る
事
項
と
し
て

は
、「
契
約
当
事
者
及
び
契
約
形
態
」「
運

送
等
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
」「
旅
行
代
金
額
と

支
払
方
法
」「
キ
ャ
ン
セ
ル
条
件
」「
そ
の
他

の
契
約
条
項（
約
款
）」「
最
終
確
認
画
面
」

「
契
約
成
立
時
期
」の
7
項
目
に
つ
い
て
言

及
さ
れ
て
い
ま
す
。特
に
、海
外
O
T
A
の

場
合
、外
国
法
を
準
拠
法
と
す
る
条
項
や

外
国
裁
判
所
の
み
を
専
属
的
合
意
管
轄
裁

判
所
と
す
る
条
項
、O
T
A
の
損
害
賠
償

の
責
任
を
限
定
ま
た
は
免
除
す
る
条
項
、

な
ど
を
約
款
上
に
規
定
す
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
、ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、こ
う
し
た
条
項
が

旅
行
者
に
と
っ
て
不
利
と
な
る
も
の
も
あ
る

こ
と
か
ら
、他
の
項
目
よ
り
も
容
易
に
認
識

で
き
る
よ
う
に
表
示
す
る
こ
と
を
求
め
て
い

ま
す
。

　

観
光
庁
で
は
一
般
消
費
者
向
け
に
、

O
T
A
な
ど
の
旅
行
予
約
サ
イ
ト
を
利
用

す
る
場
合
の
確
認
事
項
を
整
理
し
た
啓
発

チ
ラ
シ
を
作
成
し
て
お
り
、今
後
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
P
R
し
て
い
く
方
針
で
す
。

（
取
材・文　

鈴
木
清
美
）

連載企画   IT新時代への道筋

第
２
回 

O
T
A
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
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夏
休
み
も
近
づ
き
、
そ
ろ
そ
ろ
旅
行
の
準
備
な
ど
を
さ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
昨
今
は
休
暇
取
得
の
分
散
化

な
ど
に
よ
り
、
極
端
な
混
雑
な
ど
は
避
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
そ
れ
で
も
お
盆
な
ど
は
、
旅
行
者
が
集
中
す
る
た
め
、

旅
行
代
金
も
高
額
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
一
方
、
混
雑
時
期
を

外
れ
た
期
間
で
思
う
よ
う
に
集
客
で
き
な
か
っ
た
旅
行
会
社

は
、
旅
行
代
金
を
改
定
す
る
等
し
て
、
更
な
る
募
集
を
試
み
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
既
に
申
し
込
ん
だ
募
集
型
企
画
旅
行
と
ほ
ぼ
同
じ

よ
う
な
内
容
の
旅
行
商
品
が
、
後
で
安
価
で
発
売
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
知
っ
た
お
客
様
が
ご
不
満
に
感
じ
て
い
る
こ
と
つ
い
て

検
証
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

申
し
出
内
容
は
こ
う
で
す

　
今
年
は
、
早
く
か
ら
夏
休
み
の
家
族
旅
行
を
計
画
し
、
3
月

に
希
望
の
ツ
ア
ー
が
あ
っ
た
の
で
申
し
込
ん
だ
。
し
か
し
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
を
過
ぎ
た
頃
に
、
同
じ
旅
行
会
社
の
前

を
通
り
か
か
っ
た
と
き
に
、
自
分
が
申
し
込
ん
だ
旅
行
と
殆
ど

同
じ
内
容
の
ツ
ア
ー
が
そ
の
旅
行
代
金
よ
り
安
く
発
売
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
気
が
付
い
た
。
せ
っ
か
く
早
く
に
予
定
を
立
て

て
、
家
族
全
員
の
予
定
を
調
整
し
て
ま
で
旅
行
を
申
し
込
ん
だ

に
も
関
わ
ら
ず
、
よ
り
安
い
ツ
ア
ー
が
発
売
さ
れ
る
と
は
納
得

が
い
か
な
い
。
出
発
前
か
ら
ケ
チ
が
つ
い
て
し
ま
い
、
旅
行
の

楽
し
み
も
半
減
し
て
し
ま
っ
た
。
せ
め
て
、
現
在
発
売
さ
れ
て

い
る
安
価
な
旅
行
代
金
に
し
て
欲
し
い
。

解
決
に
向
け
て
の
指
針

　
今
回
の
事
例
は
、
お
客
様
が
早
期
に
旅
行
に
申
し
込
ま
れ
た

後
に
、
営
業
的
な
施
策
や
、
旅
行
会
社
が
航
空
会
社
や
ホ
テ
ル

と
再
交
渉
し
、
安
価
な
条
件
で
、
仕
入
を
す
る
こ
と
が
で
き
た

結
果
、
旅
行
代
金
を
値
下
げ
し
た
別
の
募
集
型
企
画
旅
行
商
品

を
設
定
し
た
こ
と
に
よ
る
ク
レ
ー
ム
で
す
。

　

さ
て
、募
集
型
企
画
旅
行
契
約
に
お
け
る
標
準
旅
行
業
約
款

で
は
、お
客
様
側
か
ら
の
旅
行
契
約
内
容
の
変
更
に
関
す
る
定

め
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
た
が
って
、今
回
の
お
客
様
の
旅
行
代
金

を
安
価
な
旅
行
代
金
に
変
更
し
て
欲
し
い
と
の
ご
要
望
に
つ
い

て
は
、同
第
16
条
の
規
定
に
従
い
、一旦
、お
客
様
か
ら
、既
に
お

申
し
込
み
の
ツ
ア
ー
を
解
除（
取
消
料
が
発
生
す
る
時
期
に
お
い

て
は
取
消
料
を
支
払
う
）し
て
い
た
だ
き
、新
た
な
設
定
し
た
別

の
ツ
ア
ー
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。こ
の
場

合
、こ
の
ツ
ア
ー
で
の
航
空
券
や
ホ
テ
ル
を
手
配
で
き
な
い
の
で
あ

れ
ば
、ご
要
望
に
沿
う
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
も
そ
も
そ
の
よ
う
な
旅
行
代
金
の
改
定
自
体
が
認

め
ら
れ
て
い
る
の
か
と
の
ご
質
問
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す

が
、
ツ
ア
ー
タ
イ
ト
ル
や
ツ
ア
ー
コ
ー
ド
等
を
異
な
る
も
の
に

す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
作
成
す
れ
ば
、
別
の
旅
行
商
品
と
解

さ
れ
ま
す
の
で
、
ル
ー
ル
と
し
て
は
問
題
な
い
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
旅
行
者
の
ご
主
張
に
も
心
情
的
に
は
、
理
解
で
き
ま
す

の
で
、
値
下
げ
し
た
旅
行
商
品
を
設
定
す
る
に
は
、
少
し
条
件

を
変
え
る
等
の
慎
重
な
対
応
が
必
要
で
し
ょ
う
。

●
補
足

　
今
回
の
ケ
ー
ス
で
は
、
現
在
申
し
込
ま
れ
て
い
る
ツ
ア
ー
と

新
た
な
ツ
ア
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
が
別
の
旅
行
商
品
で
あ
る
の
で
、

該
当
は
し
ま
せ
ん
が
、
募
集
型
企
画
旅
行
の
表
示
に
関
す
る
公

正
競
争
規
約
第
12
条
で
は
、
不
当
な
二
重
格
表
示
の
禁
止
が
規

定
さ
れ
て
お
り
、
一
般
価
格
、
通
常
販
売
価
格
、
一
般
標
準
価

格
、
市
価
そ
の
他
の
価
格
と
比
較
し
た
二
重
価
格
を
表
示
す
る

こ
と
を
禁
止
し
て
お
り
ま
す
。
一
方
、
例
外
も
規
定
さ
れ
て
お

り
、
「
最
近
相
当
期
間
」
に
わ
た
っ
て
実
際
に
販
売
さ
れ
て
い

た
旅
行
代
金
と
の
比
較
は
除
外
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
「
最
近
相

当
期
間
」
と
は
、
同
規
約
施
行
規
則
第
34
条
に
比
較
対
照
価
格

で
販
売
さ
れ
て
い
た
期
間
が
、
⑴
当
該
商
品
が
販
売
さ
れ
て
い

た
期
間
の
過
半
を
占
め
、
か
つ
二
週
間
以
上
で
あ
る
こ
と
。

⑵
、
比
較
対
象
価
格
で
販
売
さ
れ
て
い
た
最
後
の
日
か
ら
二
週

間
以
上
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
。
と
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
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第
33
回 

ウェブ
取
引
に
お
け
る

書
面
の
交
付
に
つい
て

法務の窓口
　
旅
行
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
お
客
様
に
「
取
引

条
件
説
明
書
面
」
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
で
は
、

ウ
ェ
ブ
上
で
取
引
を
す
る
際
に
「
取
引
条
件
説
明
書
面
」
の
交

付
は
ど
う
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

「
取
引
条
件
説
明
書
面
」と
は
？

　
旅
行
業
法
で
は
、
旅
行
業
者
等
が
旅
行
者
と
旅
行
契
約
を
締

結
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
取
引
条
件
に
つ
い
て
旅
行
者
に
説

明
を
し
、
そ
の
内
容
が
記
載
さ
れ
た
書
面
を
交
付
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
同
法
第
12
条
の
4
第
1
項
、
第

2
項
）。
こ
の
書
面
が
「
取
引
条
件
説
明
書
面
」
で
す
。

　
で
は
、
対
面
販
売
で
は
、
ど
の
よ
う
に
交
付
す
る
の
で
し
ょ

う
か
。
募
集
型
企
画
旅
行
を
例
に
と
れ
ば
、「
取
引
条
件
説
明

書
面
」
は
一
般
的
に
複
数
の
書
面
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
日
程
、旅
行
代
金
な
ど
ツ
ア
ー
毎
の
固
有
事
項
を
担
う「
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
」、
ツ
ア
ー
全
般
に
共
通
す
る
契
約
の
変
更
に
関

す
る
規
定
、
旅
程
保
証
や
特
別
補
償
等
の
取
引
条
件
を
ま
と
め

た
「
旅
行
条
件
書
」
で
す
。
つ
ま
り
実
務
上
は
、「
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
」
と
「
旅
行
条
件
書
」
の
両
方
を
交
付
し
て
初
め
て
、
旅
行

業
法
で
義
務
付
け
ら
れ
た
「
取
引
条
件
説
明
書
面
」
を
交
付
し

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ウェブ
取
引
に
お
け
る
書
面
交
付
は
？

　
対
面
販
売
で
「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
と
「
旅
行
条
件
書
」
の
二

つ
を
渡
す
こ
と
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
取
引
条
件
説
明
書
面
の

交
付
。
ウ
ェ
ブ
取
引
で
は
、
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　
ウ
ェ
ブ
取
引
に
お
い
て
、
旅
行
業
法
は
「
書
面
の
交
付
に
代

え
て
、旅
行
者
の
承
諾
を
得
て
、書
面
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
、

情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
し
て
提
供
し
た
場
合
は
書
面
の
交
付

を
し
た
も
の
と
み
な
す
」
と
し
て
い
ま
す(

同
法
第
12
条
の
4

第
3
項)

。「
電
子
デ
ー
タ
の
提
供
」
に
よ
る
こ
と
を
認
め
た
も

の
で
す
。
こ
の「
電
子
デ
ー
タ
の
提
供
」の
仕
方
に
つ
い
て
は
、

そ
の
具
体
的
方
法
や
手
順
が
政
令
や
省
令
、
通
達
に
定
め
ら
れ

て
い
ま
す (

旅
行
業
法
施
行
令
第
1
条
、
旅
行
業
者
等
が
旅
行

者
と
締
結
す
る
契
約
等
に
関
す
る
規
則
第
6
条
及
び
第
7
条
、

通
達
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
を
利
用
す
る
旅
行
業
務
に
関
す

る
取
扱
に
つ
い
て
」
4
（
1
））。

　
ウ
ェ
ブ
取
引
の
一
般
的
な
手
順
と
し
て
は
、ま
ず
、電
子
デ
ー

タ
に
よ
り
書
面
記
載
事
項
を
交
付
す
る
こ
と
に
つ
い
て
承
諾
を

得
ま
す
。
具
体
的
に
は
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
上
に
「
□
取
引
条
件

説
明
書
面
を
電
磁
的
方
法
で
交
付
す
る
こ
と
を
承
諾
し
ま
す
。」

と
し
て
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
を
設
け
る
等
し
て
、
承
諾
の
意
思

表
示
を
受
け
取
り
ま
す
。

　
次
に
書
面
記
載
項
目
の
電
子
デ
ー
タ
の
提
供
で
す
が
、
一
般

的
に
は
旅
行
者
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
パ
ソ
コ
ン
に
保
存
又
は

印
刷
し
、
さ
ら
に
「
□
取
引
条
件
説
明
書
面
を
表
示
し
保
存
し

ま
し
た
。」
等
の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に
よ
り
、
お
客
様
が
パ

ソ
コ
ン
に
保
存
し
た
こ
と
を
旅
行
業
者
が
確
認
す
る
方
法
が
と

ら
れ
て
い
ま
す
（
標
準
旅
行
業
約
款
募
集
型
企
画
旅
行
契
約
の

部
第
11
条
第
1
項)

。
時
折
、
取
引
条
件
説
明
書
面
の
記
載
内

容
を
保
存
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
掲
示
し
た
こ

と
の
み
を
も
っ
て
交
付
し
た
こ
と
と
す
る
旨
を
記
載
し
て
い
る

サ
イ
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
で
は
旅
行
業
法
に
定
め
る
書
面

の
交
付
を
行
っ
た
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
保
存
確
認
を
と
る
書
面
の
種
類
に
つ
い
て
も
注
意
が

必
要
で
す
。
先
に
申
し
上
げ
た
通
り
、
実
務
上
は
複
数
の
書
面

に
よ
っ
て
取
引
条
件
説
明
書
面
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
い
る
影
響
か
、
ウ
ェ
ブ
取
引
に
お
け
る
取
引
条
件
の
説

明
も
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
記
載
さ
れ
る
日
程
表
、旅
行
代
金
他
、

そ
の
コ
ー
ス
の
重
要
な
注
意
事
項
を
表
示
し
た
ペ
ー
ジ
（
Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ
、
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
の
発
行
す
る
「
旅
行
の
ウ
ェ
ブ
取
引
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」で
は「
取
引
条
件
説
明
書
面（
重
要
事
項
）」

と
記
述
）と
旅
行
条
件
書（「
取
引
条
件
説
明
書
面（
共
通
事
項
）」

と
記
述
）
の
二
つ
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
両
ペ
ー
ジ
を
保
存
し
て
も
ら
わ
な

け
れ
ば
取
引
条
件
説
明
書
面
を
保
存
し
た
こ
と
に
は
な
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
上
で
は
「
□
旅
行
条

件
書
を
保
存
し
ま
し
た
。」
と
、
取
引
条
件
説
明
書
面
（
共
通

事
項
）
だ
け
を
保
存
確
認
し
て
い
る
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
で
は
、
取
引
条
件
説
明
書
面
（
重
要
事
項
）
の
記
載

内
容
が
交
付
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
、
裁
判
な
ど
で
争
い

に
な
れ
ば
、
こ
の
部
分
は
旅
行
契
約
内
容
を
構
成
し
な
い
と
主

張
さ
れ
か
ね
な
い
状
態
で
す
の
で
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
改
修
を

急
い
だ
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
杉
原
）



要人往来
JATAが行った大手ホールセーラー5社を対象とする
夏休みの販売動向調査では、日並びの良いシルバー
ウィークのある9月は海外旅行が前年同月比で3割増と
好調な動きを示しており、日本市場に熱い眼差しを注
ぐ各国の期待に応える明るい兆しも見えてきました。

フィリピン観光省東京支局のバトーン東日本代表（中央）と中村理事長（右から2人目）

クイーンズランド州観光局のコディントンCEO（中央左）と中村理事長（中央右）

チュニジアのクリフ大使（左から3人目）と田川会長（中央）

天津市旅游局の馬副局長（左）と中村理事長 モルディブのカリール大使

JATAと共同観光プロモーションを
モルディブ  6月3日
アハメド・カリール　駐日モルディブ大使
中村理事長を訪問し、モルディブ政府が2016年を「モルディブ
観光年」とすることを説明し、「2016年に向けてJATAとの共
同観光プロモーションも検討しており、ツーリズムEXPOジャパ
ンへのスポンサーシップを通じて、アジア最大の観光総合イベン
トを支援したい」と表明。中村理事長は、「今年からツーリズム
EXPOジャパンのスポンサーシップの仕組みが新しくなるので、
相談しながらオプションを決めていきたい」と応えました。

直行便デイリー化で需要拡大に期待
オーストラリア  6月10日
リアン・コディントン　クイーンズランド州観光局CEO
中村理事長を訪れ、8月からの成田／ブリスベン線での直行
便デイリー化に向け、クイーンズランド州のデスティネーションな
どを紹介。「ブリスベン空港はオーストラリアで3番目に大きい空
港だが、今後、特に国内線への乗り継ぎ利便性の向上を図る
ため、改装を予定している」と語り、「ブリスベン市は自然観光
素材も豊富で、レジャーやビジネス、学生などのマーケットに力
を入れて、需要を拡大したい」と説明。中村理事長は、「オース
トラリアを訪れる日本人旅行者を以前の水準まで回復すること
は可能だと思いますが、まず、デスティネーションとしての関心を
取り戻すことが重要です」と応じました。

新たな観光ルートも開発
中国  6月15日
馬慶余　天津市旅游局副局長
中村理事長を訪問し、「近代の歴史や社会開発のシンボル
となる観光地を含む新しい観光ルートを作っている」と語り、
9月に天津で開催される中国旅遊産業博覧会に日本の旅行
業界関係者を招聘。「天津と大阪・名古屋間で直行便就航
が予定されており、相互交流の拡大を図りたい」と説明しまし
た。中村理事長は、「中国旅遊産業博覧会での情報発信だ
けでなく、観光需要開発のために重要な研修ツアーも中国側
と協力して実施していけば、観光交流の拡大を図ることがで
きます」と応えました。

主要観光地で安全強化策を実施
チュニジア   6月17日
ファリード・クリフ　駐日チュニジア大使
田川会長を訪れ、「3月に発生したテロ事件後、首都のチュニ
スや外国人旅行者が訪れる主要観光地で安全強化策を実
施している」と語り、「欧州からの旅行者は戻ってきているが、
秋・冬がピークシーズンとなる日本市場での需要回復に向け
て、JATAの協力をお願いしたい」と要請。田川会長は、「地
中海のデスティネーションとしてロマンチックなイメージがあり、ク
ルーズの寄港地としても人気が高いので、需要回復への協力
を図りたい。渡航情報の危険レベル引き下げに向けて、国レベ
ルでの働きかけを続けると同時に、日本のメディアを通じて安全
強化が図られているのを伝えることも重要です」とアドバイスし
ました。

2020年には日本人旅行者を80万人に
フィリピン  5月25日
グエンドリンS.バトーン　フィリピン観光省東京支局東日本代表
就任挨拶で中村理事長を訪れ、「2015年のフィリピン観光年に
続いて2016年を2カ国間の交流年とし、日本からの旅行者数を
現在の年間50万人から2016年に60万人、2020年には80万人
まで増やしたい」と語り、「人的交流を拡大するため、留学生
交流や地方間交流、人材育成などでJATAの協力をいただき
たい」と要請。中村理事長は、「JATAとしても今後の活動に
協力していきたい」と応じました。
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◆Note 1. The figures for Jan.-Nov.2014 are provisional, while ＊ stands for the preliminary figures estimated by JNTO.
◆Note 2. Provisional and definitive figures for Visitor Arrivals are compiled by JNTO (source: Ministry of Justice), and 
provisional and definitive figures for Japanese Overseas Travelers are provided by the Ministry of Justice.

◆Note 3. The figures in ( ) represent the number of tourists among the total.

2015 Visitor Arrivals & Japanese Overseas Travelers （Unit: Persons）

Visitor Arrivals Japanese Overseas Travelers 
Month 2014 2015 Change % 2014 2015 Change %

1
Jan.

944,009 
(730,519) 1,218,393 29.1

(33.9) 1,253,404 1,235,612 －1.4

2
Feb.

880,020 
(688,902) 1,386,982 57.6

(75.2) 1,404,873 1,257,154 －10.5

3
Mar.

1,050,559 
(802,434) 1,525,879 45.2

(54.1) 1,596,751 1,534,026 －3.9

4
Apr.

1,231,471 
(1,020,474) ＊1,764,700 ＊43.3 1,189,132 1,144,833 －3.7

5
May.

1,097,211 
(892,577) ＊1,641,800 ＊49.6 1,280,765 ＊1,250,000 ＊－2.4

6
Jun.

1,055,273 
(866,883) 1,289,029

1～6
Jan.-Jun.

6,258,543 
(5,001,789) 8,013,954

7
Jul.

1,270,048 
(1,080,552) 1,414,912

8
Aug.

1,109,569 
(903,919) 1,783,127

9
Sep.

1,099,102 
(846,241) 1,520,863

10
Oct.

1,271,705 
(1,029,922) 1,417,766

11
Nov. 1,168,427 1,355,246

12
Dec. 1,236,073 1,397,520

1～5
Jan.-May.

5,203,270
(4,134,906) ＊7,537,800 ＊44.9 6,724,925 ＊6,421,600 ＊－4.5

1～12
Jan.-Dec.

13,413,467
(10,880,604) 16,903,388



JATA held its 59th Regular General Assembly 
and a Board of Directors meeting at Keidanren Hall 
in Otemachi, Tokyo, on June 24. At the general 
assembly, the FY2014 business report, financial 
reports, and the appointment of new directors were 
approved. The FY2015 business plan and policy 
recommendations on overseas, domestic, and 
inbound travel were also reported.
Active Initiatives for Policy Issues

JATA Serving as an Engine for All-Japan Efforts

Policy Recommendations for the Era of 40 Million 
People Mutual Exchange

Travel Industry Monthly Report



事務局
便り

7月12日 JATA環境保全活動　海岸清掃活動（三原市）／
中四国支部

7月14日 JICA観光振興セミナー／海外旅行推進委員会

7月14日 若手を含む実務者向けインバウンドセミナー（都庁）／
関東支部

7月14日～21日 旅程管理研修（福島・東京Ａ・東京Ｂ・名古屋・大阪・
那覇）／研修・試験委員会

7月20日 環境保全活動／沖縄支部

7月24日～27日 北京研修／中四国支部

7月30日～31日 富士山実地研修／訪日旅行推進委員会

8月26日 海外旅行セミナー（苫小牧市）／北海道支部

8月27日 関西からの海外教育旅行と語学研修セミナー＆ワーク
ショップ／関西支部

●JATA業務予定表  7月10日（金）～8月31日（月）
※予定表は変わることがあります。
本部・支部の委員会（予定）

●JATA主催・共催の研修・セミナー等活動
※JATA正・協力会員を対象とした研修・セミナーであり、すで
に申し込み受付を締め切った研修・セミナーもあります。詳しく
は、JATAホームページ（会員限定ページ）でご確認ください。

「世界観光倫理憲章」の趣旨に沿う取り組みを募集
ジャパン・ツーリズム・アワード UNWTO部門賞

　ツーリズムEXPOジャパンでは今年度から、国内外の団体な
どによる持続可能で優れた観光振興における事業を顕彰す
ることで、「観光立国＝ニッポン」の実現を目指す取り組みを
国内外に周知・啓発していくことを目的に、「ジャパン・ツーリ
ズム・アワード」を実施することになりました。
　その部門賞として「ジャパン・ツーリズム・アワード UNWTO
部門賞（The Japan Tourism Award for Responsible 
Tourism in collaboration with UNWTO）を創設し、「世界観
光倫理憲章」の趣旨に沿って優れた取り組みを実践している
企業・団体に対して顕彰を行います。
　日本でも昨年9月に、JATAをはじめ観光関係団体や旅行
会社などが署名した「世界観光倫理憲章」は、世界の環境・文
化遺産・社会に与える潜在的な悪影響を最小限にとどめなが
ら、観光産業の発展を最大限に引き出すことを目的として、国
連世界観光機関（UNWTO）が策定し、1999年のUNWTO総
会で採択された規範です。
　JATAでは、世界における日本の観光産業のさらなる地位向
上と責任ある発展のため、会員の旅行会社各社に奮って応募
いただきたく、右記の通り、ご案内いたします。

「ジャパン・ツーリズム・アワード UNWTO部門賞」
主催：ツーリズムEXPOジャパン組織委員会

応募締切日：2015年7月21日（火）必着

応募資格：世界観光倫理憲章署名会社・団体及び団体
の会員会社

表彰日（予定）：2015年9月24日（木）

詳細は http://t-expo.jp/biz/program/cms.html 
でご確認ください。

（ツーリズムEXPOジャパン2015トップページ＞出展
者様＞関係者様＞プログラム＞顕彰事業）

問い合わせ先：

　「ジャパン・ツーリズム・アワードUNWTO部門賞」事務局

　JATA総務部内（担当：長田・齊藤）

　TEL：03-3592-1271 FAX：03-3592-1268

　E-mail：kikaku@jata-net.or.jp

7月10日 理事会・常任役員会／本部
7月10日～
11日 幹事会視察研修（北海道）／関東支部

7月10日 実務委員会／九州支部
7月13日 広報委員会／本部
7月14日 国内旅行委員会／九州支部
7月15日 ツーリズムＥＸＰＯジャパン2015実行委員会
7月16日 幹事会／北海道支部
7月16日 幹事会・定例会／東北支部
7月16日 総務委員会／関東支部
7月17日 消費者相談委員会／九州支部
7月21日 国内旅行委員会／関東支部
7月22日 訪日旅行推進委員会／本部
7月22日 ANTA北海道支部（三役）との意見交換/北海道支部
7月22日 消費者相談委員会／関西支部
7月23日 国内旅行推進委員会／本部
7月29日 海外旅行委員会／関東支部
7月29日 海外旅行委員会／関西支部
7月31日 研修・試験委員会／本部
8月上旬
（予定） 海外旅行委員会／北海道支部

8月26日 幹事会／北海道支部
8月26日 海外旅行委員会／九州支部
8月28日～
29日 福岡地区委員会（雲仙）／九州支部



　
福
島
県
南
相
馬
市
で
は
7
月
25
日
か
ら
27
日

ま
で
の
3
日
間
に
わ
た
り
、千
年
を
超
え
る
歴
史

を
誇
る
伝
統
の
祭
り「
相
馬
野
馬
追
」が
開
催
さ

れ
ま
す
。甲
冑
に
身
を
固
め
た
5
0
0
余
の
騎
馬

武
者
が
腰
に
太
刀
、背
に
旗
指
物
を
つ
け
て
疾
走

す
る
勇
壮
な
光
景
は
、豪
華
絢
爛
な
戦
国
絵
巻

を
21
世
紀
の
今
に
甦
ら
せ
る
も
の
で
す
。

多
く
の
観
客
を
集
め
る
地
域
イ
ベ
ン
ト

　
現
在
の
南
相
馬
市
は
2
0
0
6
年
1
月
、旧
原

町
市
、旧
小
高
町
、旧
鹿
島
町
の
1
市
2
町
が
合

併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

　
同
市
小
高
地
区
は
、平
将
門
を
祖
と
す
る
相
馬

氏
が
中
世
に
本
拠
と
し
て
い
た
地
域
で
、奥
州
藤
原

氏
を
追
討
す
る
奥
州
合
戦
で
功
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、行
方
郡
の
地
頭
と
な
っ
た
後
、小
高
城
へ
居
を

移
し
て
周
辺
地
域
に
勢
力
を
伸
ば
し
、隣
接
す
る

伊
達
氏
と
拮
抗
す
る
ま
で
に
なった
と
いい
ま
す
。

　

相
馬
野
馬
追
は
、平
将
門
が
野
馬
を
放
ち
軍

事
訓
練
を
行
っ
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
、国
の

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。こ
の
地
域
全
体
を
象
徴
す
る
イ
ベン
ト
と
し

て
、多
く
の
観
客
を
集
め
て
き
て
い
ま
し
た
。

　

相
馬
野
馬
追
執
行
委
員
会
に
よ
る
と
、

2
0
1
0
年
に
は
3
日
間
の
観
客
数
が

21
万
4
9
0
0
人
に
達
し
て
い
ま
し
た
が
、

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
11
年
に
は

3
万
7
4
0
0
人
に
激
減
。そ
の
後
は
、12
年
が

15
万
9
7
0
0
人
、13
年
が
16
万
6
5
0
0
人
、

14
年
が
19
万
5
6
0
0
人
と
順
調
に
増
加
し
、

震
災
前
の
水
準
に
迫って
き
て
い
ま
す
。

相
馬
野
馬
追
を
軸
に
観
光
施
策
展
開
も

　

相
馬
野
馬
追
は
も
と
も
と
、毎
年
7
月
23
日
か

ら
25
日
ま
で
の
3
日
間
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

2
0
1
1
年
か
ら
保
存
伝
承
の
た
め
出
場
者
が

参
加
し
や
す
い
月
末
の
週
末
を
組
み
合
わ
せ
た
3

日
間
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、今
年
4
月
に

は
、南
相
馬
市
が
常
磐
自
動
車
道
の
南
相
馬
鹿
島

サ
ー
ビ
スエ
リ
ア
に
隣
接
し
て
整
備
を
進
め
て
き
た

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
利
活
用
拠
点
施
設「
セ
デ
ッ
テ
か

し
ま
」が
オ
ー
プ
ン
。観
光
情
報
を
紹
介
す
る
コ
ー

ナ
ー
も
設
置
さ
れ
、年
間
を
通
じ
た
相
馬
野
馬
追

の
ア
ピ
ー
ル
が
さ
ら
に
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
市
で
は
近
年
、観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に

よ
る
史
跡
な
ど
の
案
内
、長
期
滞
在
や
移
住
を
視

野
に
入
れ
た
農
家
民
宿
で
の「
田
舎
暮
ら
し
」体

験
も
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、相
馬
野
馬
追
を
軸
と

す
る
観
光
施
策
の
展
開
も
本
格
化
し
て
き
て
い
ま

す
。

　
さ
ら
に
、南
相
馬
市
は
今
年
3
月
、福
島
県
内

の
自
治
体
と
し
て
は
初
め
て「
脱
原
発
都
市
宣

言
」を
行
い
、東
日
本
大
震
災
に
伴
う
原
発
事
故

の
克
服
と
、原
子
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
依
存
し
な
い
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
内
外
に
表
明
。

同
市
が
目
指
す「
脱
原
発
の
ま
ち
づ
く
り
」も
、防

災
減
災
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
産
業
観
光
な
ど
の
形
で
実

を
結
ん
で
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

福島県 南相馬市

白鉢巻・野袴・陣羽織姿の騎馬武者達が
大坪流の手綱さばきで行う甲冑競馬は、
迫力満点です

数百の騎馬が二本の御神旗を奪い合う
神旗争奪戦

明治・大正・昭和の変遷を伝える歴史的
建造物を再生させた野馬追通り銘醸館

相馬野馬追の雰囲気を醸しだす長屋風の建物で市
民と来訪者の交流の場となっている道の駅「南相馬」

「セデッテかしま」は南相馬市をはじ
め相双地方の物産・観光・伝統文化な
ど多様な地域情報を発信しています

相馬野馬追の「総大将出陣」。総大
将は藩主の子孫が勤め、赤い母衣
と三本扇を装着します

21
世
紀
の
今
に

る
豪
華
絢
爛
な
戦
国
絵
巻

平
将
門
が
起
源
で
千
年
の
歴
史
持
つ
相
馬
野
馬
追

素材研究
（国内）
素材研究
（国内）
素材研究
（国内）



　
世
界
遺
産
が
最
多
の
50
を
数
え
る
イ
タ
リ
ア
に

あ
っ
て
、異
民
族
の
支
配
に
よ
る
文
化
の
多
様
性

が
魅
力
と
言
わ
れ
る
シ
チ
リ
ア
島
に
は
、そ
の
う

ち
の
6
つ
が
集
中
。そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
面
影
が

色
濃
く
残
る
島
内
各
地
で
は
、短
期
の
滞
在
で
も

多
様
な
文
化
遺
産
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

シ
ラ
ク
ー
サ
を
守
っ
た
ア
ル
キ
メ
デ
ス
の
発
見

　

古
代
か
ら
地
中
海
に
お
け
る
戦
略
上
の
重
要

拠
点
だった
シ
チ
リ
ア
島
は
、ギ
リ
シ
ャ
、カ
ル
タ
ゴ
、

ロ
ー
マ
帝
国
、ビ
ザ
ン
チ
ン
、イ
ス
ラ
ム
、ノ
ルマン
、フ

ラ
ン
ス
、スペ
イ
ン
と
、時
代
に
よって
支
配
者
が
変

わって
き
ま
し
た
。

　

2
0
0
5
年
に
ギ
リ
シ
ャ
の
植
民
都
市・シ
ラ

ク
ー
サ
と
と
も
に
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
シ
チ

リ
ア
東
部
の
パン
タ
リ
カ
に
は
、石
灰
岩
の
渓
谷
が

連
な
る
切
り
立
った
岸
壁
に
シ
チ
リ
ア
島
先
住
民

の
墓
が
5
0
0
0
以
上
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。紀

元
前
13
〜
7
世
紀
の
も
の
と
言
わ
れ
る
ネ
ク
ロ
ポ

リ（
古
墳
）で
発
見
さ
れ
た
鏡
や
食
器
な
ど
の
日

用
品
は
、当
時
の
生
活
を
知
る
手
が
か
り
と
なっ

て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
シ
チ
リ
ア
島
の
先
住
民
を
滅
ぼ
し
た
の
が
、

ア
テ
ネ
に
次
ぐ
30
万
人
の
人
口
を
誇
った
新
興
都

市
の
シ
ラ
ク
ー
サ
で
、1
5
0
0
0
人
収
容
の
劇

場
や
ア
ポ
ロ
ン
神
殿
な
ど
の
遺
跡
が
、往
時
の
繁

栄
を
偲
ば
せ
て
く
れ
ま
す
。天
才
科
学
者
の
ア
ル

キ
メ
デ
ス
が
生
ま
れ
た
街
と
し
て
も
知
ら
れ
る
シ

ラ
ク
ー
サ
は
、そ
の
科
学
的
な
発
見
を
通
じ
て
誕

生
し
た
新
兵
器
で
街
が
守
ら
れ
ま
し
た
。ロ
ー
マ

帝
国
に
包
囲
さ
れ
た
シ
ラ
ク
ー
サ
を
救
った
の
は
、

艦
隊
を
炎
上
さ
せ
た「
ア
ル
キ
メ
デ
ス
の
鏡
」と
い

う
兵
器
だった
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

栄
華
を
偲
ば
せ
る
ギ
リ
シ
ャ
時
代
の
神
殿
群

　
1
9
9
7
年
に
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
シ
チ

リ
ア
島
南
西
部
の
ア
グ
リ
ジェン
ト
は
、紀
元
前
6

世
紀
か
ら
ギ
リ
シ
ャ
植
民
地
と
し
て
築
か
れ
た
古

代
地
中
海
世
界
の
重
要
都
市
の
ひ
と
つ
で
す
。農

産
物
の
輸
出
で
賑
わっ
た
と
い
う
ア
グ
リ
ジェン
ト

で
は
、郊
外
に
築
か
れ
た
壮
大
な
神
殿
群
が
、そ
の

覇
権
を
誇
示
し
て
い
ま
し
た
。ほ
ぼ
完
全
な
形
を

と
ど
め
て
い
る
コンコル
デ
ィ
ア
神
殿
を
は
じ
め
、ギ

リ
シ
ャ
時
代
に
建
築
さ
れ
た
神
殿
の
遺
跡
が一直
線

に
並
ぶ「
神
殿
の
谷
」は
、往
時
の
栄
華
を
偲
ば
せ

て
く
れ
る
も
の
で
す
。北
ア
フ
リ
カ
の
カ
ル
タ
ゴ
と
の

戦
い
を
繰
り
返
し
た
ギ
リ
シ
ャ
が
戦
勝
記
念
と
し

て
建
造
し
た
ゼ
ウ
ス
神
殿
は「
神
殿
の
谷
」で
最
大

規
模
を
誇
り
、カ
ル
タ
ゴ
に
攻
め
入
ら
れ
た
紀
元
前

1
世
紀
に
焼
き
打
ち
に
あった
と
い
う
ヘラ
神
殿
に

は
当
時
の
炎
の
跡
も
残
さ
れ
ま
し
た
。

　
ア
グ
リ
ジェン
ト
で
は
、毎
年
2
月
に「
ア
ー
モ
ン

ド
の
花
祭
り
」と
同
時
開
催
さ
れ
る
国
際
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス・フェス
テ
ィ
バ
ル
に
は
世
界
各
国
か
ら
多

く
の
民
族
舞
踊
団
が
参
加
す
る一方
、シ
ラ
ク
ー
サ

で
は
、毎
年
5
月
か
ら
6
月
に
か
け
て
紺
碧
の
海

を
前
に
古
代
ギ
リ
シ
ャ
劇
場
で
古
典
的
祭
り
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

シチリア 島

世
界
遺
産
に
見
る
シ
チ
リ
ア
の
奥
深
い
歴
史

異
民
族
支
配
に
よ
る
文
化
的
多
様
性
が
魅
力

ギリシャ劇場跡から臨むエトナ山
の雄大な光景

アーモンドの花に囲まれたヘラ神殿

天才科学者・アルキメデスに捧げられたア
ルキメーデ広場［©イタリア政府観光局］

アルキメーデ広場にある狩猟の女
神ディアナに捧げられた噴水の像
［©Fototeca ENIT］

紀元前5世紀前半の神殿が７世紀のビザ
ンチン時代にキリスト教教会に転用され
たというドゥーモ［©Fototeca ENIT］

現存する遺跡で最も保存状態が良いコンコ
ルディア神殿

素材研究
（海外）
素材研究
（海外）
素材研究
（海外）





旅行総合保険 ご契約タイプ一覧表

『旅行総合保険』 トラベル365のご案内
海外と国内を補償。業務でもプライベートでも、1年間に何度も旅行する方向けの旅行保険です。

個人用プラン
海外旅行中 国内旅行中

補償の範囲

※2 ※2

※3

年間合計保険料

※1

※1

※2

※4

ご契約タイプ 216
1,000万円

600万円

600万円

599万円

1億円

300万円

30万円

5万円

20,000万円

2,000万円

1,000万円

1,000万円

1,000万円

1億円

1,000万円

30万円

5万円

930万円

1億円

30,000万円

4,800万円

2,000万円

2,000万円

1,000万円

1億円

1,000万円

100万円

5万円

963万円

1億円

50,000万円

5,953万円

2,000万円

2,000万円

1,000万円

1億円

1,000万円

100万円

5万円

1,000万円

1億円

200万円

60,000万円

223 224 225

保
険
金
額（
ご
契
約
金
額
）

傷
害

疾
病

個 人 賠 償 責 任
（自己負担額0円）

携 行 品 損 害
（自己負担額0円）

交 通 事 故 傷 害
（死亡・後遺障害）

旅行外の個人賠償責任
（自己負担額0円）

救 援 者 費 用

旅行事故緊急費用

旅 行 中 断 費 用

死 亡・後 遺 障 害

治 療 費 用

治 療 費 用

死 亡

株式会社ジャタはJATAの会員サポート拡大を目的として旅行業に係わる団体制度を取扱う会社です。

お問合せ・取扱代理店 株式会社ジャタ　http://www.yu-jata.com
TEL　03-3504-1751　9：30～17：30 （除く土日祝・年末年始）　E-mail　mail@yu-jata.com

引受保険会社 ： ジェイアイ傷害火災保険株式会社
〒102-0082　東京都千代田区一番町20-5　ＴＥＬ：0120-877-030　9：00～17：00 （除く土日祝・年末年始）

2015年6月作成（E15C066）

※1：国内旅行では、病気が原因となる場合はお支払の対象とはなりません。※2：旅行中・外を問わず補償。※3：旅行期間外を補償。※4：旅行中断費用は、
渡航先にて地震が発生した等の理由により旅行を中途で取りやめて帰国する際の交通費などをお支払いします。出国前に旅行を取り消したときの費用などは
お支払の対象となりません。

この広告は、保険商品の概要をご説明したものです。詳細につきましては、所定のパンフレットをご覧いただくか取扱
代理店または引受保険会社にお問合せください。

◎保険期間中に開始した旅行期間（責任期間）で、海外旅行は1回の旅行につき出発日より31日を限
度とし、国内旅行（※）は1回の旅行につき出発日より7日を限度に、何回でも自動的に補償します。

（※）国内旅行の補償対象となる旅行は、「旅行会社が企画・手配した宿泊を伴う旅行」、または「被保険者が宿泊施設に予約した
宿泊を伴う旅行」をいいます。

◎海外主要55都市に日本語対応のＪｉデスクが設置され、現地でのトラブルに対応します。

◎海外300ヶ所を超えるJi提携病院でキャッシュレス治療が受けられます。

◎渡航先で、万一、重症になった場合の緊急手術や日本までの医療搬送が必要となる場合も、病院の
手配からご自宅への医療搬送まで対応するので、安心です。

◎スーツケース破損時は、ご自宅まで宅配業者が引取りに伺い、修理後は宅配業者がご自宅にお届け
します。


